
訂正事項訂正事項訂正事項訂正事項訂正事項訂正事項訂正事項 特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項特記事項 工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称工事名称 図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号

縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺縮尺 設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日設計年月日図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

令和8年3月令和8年3月令和8年3月令和8年3月令和8年3月令和8年3月令和8年3月表紙・図面リスト表紙・図面リスト表紙・図面リスト表紙・図面リスト表紙・図面リスト表紙・図面リスト表紙・図面リスト -------

A-00A-00A-00A-00A-00A-00A-00保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

保健福祉総合センター1階保健福祉総合センター1階保健福祉総合センター1階保健福祉総合センター1階保健福祉総合センター1階保健福祉総合センター1階保健福祉総合センター1階

ファミリーサポートセンター改修工事ファミリーサポートセンター改修工事ファミリーサポートセンター改修工事ファミリーサポートセンター改修工事ファミリーサポートセンター改修工事ファミリーサポートセンター改修工事ファミリーサポートセンター改修工事

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号 図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

仕上表(改修前・改修後) 仕上表(改修前・改修後) 仕上表(改修前・改修後) 仕上表(改修前・改修後) 仕上表(改修前・改修後) 仕上表(改修前・改修後) 仕上表(改修前・改修後) 

A-01A-01A-01A-01A-01A-01A-01

A-02A-02A-02A-02A-02A-02A-02

A-03A-03A-03A-03A-03A-03A-03

A-04A-04A-04A-04A-04A-04A-04

A-05A-05A-05A-05A-05A-05A-05

A-06A-06A-06A-06A-06A-06A-06

A-07A-07A-07A-07A-07A-07A-07

A-08A-08A-08A-08A-08A-08A-08

建築改修工事特記仕様書（1）建築改修工事特記仕様書（1）建築改修工事特記仕様書（1）建築改修工事特記仕様書（1）建築改修工事特記仕様書（1）建築改修工事特記仕様書（1）建築改修工事特記仕様書（1）

建築改修工事特記仕様書（2）建築改修工事特記仕様書（2）建築改修工事特記仕様書（2）建築改修工事特記仕様書（2）建築改修工事特記仕様書（2）建築改修工事特記仕様書（2）建築改修工事特記仕様書（2）

建築改修工事特記仕様書（3）建築改修工事特記仕様書（3）建築改修工事特記仕様書（3）建築改修工事特記仕様書（3）建築改修工事特記仕様書（3）建築改修工事特記仕様書（3）建築改修工事特記仕様書（3）

A-09A-09A-09A-09A-09A-09A-09

A-10A-10A-10A-10A-10A-10A-10

断面図(改修前・改修後) 断面図(改修前・改修後) 断面図(改修前・改修後) 断面図(改修前・改修後) 断面図(改修前・改修後) 断面図(改修前・改修後) 断面図(改修前・改修後) 

付近見取図・配置図付近見取図・配置図付近見取図・配置図付近見取図・配置図付近見取図・配置図付近見取図・配置図付近見取図・配置図

平面図(改修後) 平面図(改修後) 平面図(改修後) 平面図(改修後) 平面図(改修後) 平面図(改修後) 平面図(改修後) 

床伏図・天井伏図(改修前・改修後)床伏図・天井伏図(改修前・改修後)床伏図・天井伏図(改修前・改修後)床伏図・天井伏図(改修前・改修後)床伏図・天井伏図(改修前・改修後)床伏図・天井伏図(改修前・改修後)床伏図・天井伏図(改修前・改修後)

縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)

-------

-------

-------

-------

1/500,40001/500,40001/500,40001/500,40001/500,40001/500,40001/500,4000

1/501/501/501/501/501/501/50

部分詳細図(1)部分詳細図(1)部分詳細図(1)部分詳細図(1)部分詳細図(1)部分詳細図(1)部分詳細図(1)

1/1001/1001/1001/1001/1001/1001/100

1/1001/1001/1001/1001/1001/1001/100

平面図(改修前)平面図(改修前)平面図(改修前)平面図(改修前)平面図(改修前)平面図(改修前)平面図(改修前) 1/501/501/501/501/501/501/50

A-11A-11A-11A-11A-11A-11A-11 展開図（1）展開図（1）展開図（1）展開図（1）展開図（1）展開図（1）展開図（1） 1/501/501/501/501/501/501/50

1/30,20,51/30,20,51/30,20,51/30,20,51/30,20,51/30,20,51/30,20,5

A-13A-13A-13A-13A-13A-13A-13

全体平面図兼仮設計画図全体平面図兼仮設計画図全体平面図兼仮設計画図全体平面図兼仮設計画図全体平面図兼仮設計画図全体平面図兼仮設計画図全体平面図兼仮設計画図 1/3001/3001/3001/3001/3001/3001/300

展開図（2）展開図（2）展開図（2）展開図（2）展開図（2）展開図（2）展開図（2） 1/501/501/501/501/501/501/50A-12A-12A-12A-12A-12A-12A-12

建具図建具図建具図建具図建具図建具図建具図 1/501/501/501/501/501/501/50

A-14A-14A-14A-14A-14A-14A-14

部分詳細図(2)部分詳細図(2)部分詳細図(2)部分詳細図(2)部分詳細図(2)部分詳細図(2)部分詳細図(2) 1/50,301/50,301/50,301/50,301/50,301/50,301/50,30A-15A-15A-15A-15A-15A-15A-15

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号 図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

電灯設備平面図（撤去）電灯設備平面図（撤去）電灯設備平面図（撤去）電灯設備平面図（撤去）電灯設備平面図（撤去）電灯設備平面図（撤去）電灯設備平面図（撤去）

E-01E-01E-01E-01E-01E-01E-01

E-02E-02E-02E-02E-02E-02E-02

E-03E-03E-03E-03E-03E-03E-03

E-04E-04E-04E-04E-04E-04E-04

E-05E-05E-05E-05E-05E-05E-05

E-06E-06E-06E-06E-06E-06E-06

電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書電気設備工事特記仕様書

電灯設備平面図（改修）電灯設備平面図（改修）電灯設備平面図（改修）電灯設備平面図（改修）電灯設備平面図（改修）電灯設備平面図（改修）電灯設備平面図（改修）

コンセント設備平面図（改修）コンセント設備平面図（改修）コンセント設備平面図（改修）コンセント設備平面図（改修）コンセント設備平面図（改修）コンセント設備平面図（改修）コンセント設備平面図（改修）

図面リスト図面リスト図面リスト図面リスト図面リスト図面リスト図面リスト

動力設備平面図（改修）動力設備平面図（改修）動力設備平面図（改修）動力設備平面図（改修）動力設備平面図（改修）動力設備平面図（改修）動力設備平面図（改修）

縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)

-------

弱電設備平面図（改修）弱電設備平面図（改修）弱電設備平面図（改修）弱電設備平面図（改修）弱電設備平面図（改修）弱電設備平面図（改修）弱電設備平面図（改修）

1/501/501/501/501/501/501/50

1/501/501/501/501/501/501/50

1/501/501/501/501/501/501/50

1/501/501/501/501/501/501/50

1/501/501/501/501/501/501/50

E-07E-07E-07E-07E-07E-07E-07 1/501/501/501/501/501/501/50

E-08E-08E-08E-08E-08E-08E-08 1/501/501/501/501/501/501/50

E-09E-09E-09E-09E-09E-09E-09 1/501/501/501/501/501/501/50

1階全体平面図（撤去）1階全体平面図（撤去）1階全体平面図（撤去）1階全体平面図（撤去）1階全体平面図（撤去）1階全体平面図（撤去）1階全体平面図（撤去）

コンセント設備平面図（撤去）コンセント設備平面図（撤去）コンセント設備平面図（撤去）コンセント設備平面図（撤去）コンセント設備平面図（撤去）コンセント設備平面図（撤去）コンセント設備平面図（撤去）

動力設備平面図（撤去）動力設備平面図（撤去）動力設備平面図（撤去）動力設備平面図（撤去）動力設備平面図（撤去）動力設備平面図（撤去）動力設備平面図（撤去）

弱電設備平面図（撤去）弱電設備平面図（撤去）弱電設備平面図（撤去）弱電設備平面図（撤去）弱電設備平面図（撤去）弱電設備平面図（撤去）弱電設備平面図（撤去）

E-10E-10E-10E-10E-10E-10E-10 1/3001/3001/3001/3001/3001/3001/300

図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号図面番号 図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称図面名称

消火設備図(改修後)消火設備図(改修後)消火設備図(改修後)消火設備図(改修後)消火設備図(改修後)消火設備図(改修後)消火設備図(改修後)

M-01M-01M-01M-01M-01M-01M-01

M-02M-02M-02M-02M-02M-02M-02

M-03M-03M-03M-03M-03M-03M-03

M-04M-04M-04M-04M-04M-04M-04

M-05M-05M-05M-05M-05M-05M-05

M-06M-06M-06M-06M-06M-06M-06

機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書機械設備工事特記仕様書

機械設備図(改修前)機械設備図(改修前)機械設備図(改修前)機械設備図(改修前)機械設備図(改修前)機械設備図(改修前)機械設備図(改修前)

空調設備平面図(改修後)空調設備平面図(改修後)空調設備平面図(改修後)空調設備平面図(改修後)空調設備平面図(改修後)空調設備平面図(改修後)空調設備平面図(改修後)

換気設備図(改修後)換気設備図(改修後)換気設備図(改修後)換気設備図(改修後)換気設備図(改修後)換気設備図(改修後)換気設備図(改修後)

縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)縮尺(A3)

-------

給排水衛生設備図(改修後)給排水衛生設備図(改修後)給排水衛生設備図(改修後)給排水衛生設備図(改修後)給排水衛生設備図(改修後)給排水衛生設備図(改修後)給排水衛生設備図(改修後)

1/501/501/501/501/501/501/50

1/501/501/501/501/501/501/50

1/501/501/501/501/501/501/50

1/501/501/501/501/501/501/50

1/501/501/501/501/501/501/50



訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月特記仕様書(1) -

A-01保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

　・構内に新設する（規模及び仕上げの程度は現場説明書による）

・B種

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修　令和4年版） 

調査範囲及び調査方法　　※図示

る工法とする。

　　　　　散が極めて少ないものとする。

ものとする。

電気工作物の保安の業務を行うものとする。

　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

※せっこうボード（※9.5　・　　　　）

・合板（※9.0　・　　　　） 厚さ　 mm

仕上材（厚さ　mm）

・あり

※なし

・片面

※なし

塗　装充填材

仮設扉

※C種

・A種

・鋼製扉

※木製扉

　単管下地

・木下地

※軽量鉄骨

防炎シート

下　地種　別

［2.4.1］

［2.3.2］［表2.3.1］

［1.8.1～3］［表1.8.1］

［1.3.5］

［1.3.3］

［1.1.4］

［1.6.9］

［1.6.2］

［1.2.2］

・保全に関する資料　提出部数  ※2部　・　　部

※施工図　　　　　　提出部数　※1部　・　　部

　※作成する

・完成図

設備機器の位置、取合い等が検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

設計ＧＬ

設備工事との取合い

完成時の提出図書

構内既存の施設　　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）工事用電力６

工事用水５

※設ける監督職員事務所４

仮設間仕切り等の種別仮設間仕切り３

既存部分の養生２

材料、撤去材等の運搬方法　　・A種　※B種　・C種　・D種　・E種

　　　　　防護シート　　※設置する　・設置しない

足場その他１

　改修標仕及び標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定す

　施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、ス

・ビル用サッシ工事作業　・ガラス工事作業

・アスファルト防水工事作業　・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業　・セメント系防水工事作業

・左官作業　・タイル張り作業　・建築塗装作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業　・カーペット系床仕上げ作業

・ボード仕上げ工事作業　・壁装作業　・大工工事作業

・鋼製下地工事作業　・左官作業　・タイル張り作業

・建築塗装作業

・鉄筋組立作業　・型枠工事作業　・コンクリート圧送工事作業

・コンクリートブロック工事作業

・石張り作業

・造園工事作業

技能検定作業

　本工事に使用する材料は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するものとし、JIS

又はJASのマーク表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項を満たす

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

明となる資料又は外部機関（（社）公共建築協会等）が発行する「建築材料・設備機材等品

質性能評価事業」の評価書等の写しを、監督職員に提出して承諾を受けるものとする。ただ

　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること

　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（４）法令等で定める許可、認可、認定、免許等を取得していること

　（３）安定的な供給が可能であること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること

　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　　本工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に定める所要の品質及び性能を有するも

　　　　　他の什器等は、ホルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものと

　　（５）（１）、（３）及び（４）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その

　　（４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンを放散させな

　　（２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散させないか、放

　　また、設計図書に定める「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

　　（４）特記事項に記載の（　． ．）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

特別な材料の工法９

化学物質の濃度測定

技能士

チレンの濃度を測定し、報告する。

植栽工事

石工事

コンクリートブロッ

耐震改修工事

塗装改修工事

内装改修工事

建具改修工事

外壁改修工事

防水改修工事

適用工事種別

品質計画等

工事実績情報の登録

適用基準等

材料の品質等８

発生材の処理等

施工条件

電気保安技術者４

環境への配慮

等品を使用する場合は、監督職員の承諾を受ける。

　のとし、次の（１）から（５）を満たすものとする。

・

　　　　　いか、放散が極めて少ないものとする。

２．特記仕様

９　環境配慮改修工事

　　耐震改修工事

８　耐震改修範囲以外の躯体改修工事

７　塗装改修工事

５　建具改修工事

　　外壁改修工事

　　外壁改修工事

４　外壁改修工事

　　塗り仕上げ外壁

　　タイル張り仕上げ外壁

　　モルタル塗り仕上げ外壁

　　コンクリート打放し仕上げ外壁

６　内装改修工事

　　外壁改修工事

３　防水改修工事

２　仮設工事

工事項目

工事種目

　　・「３．工事種目」のうち各工事項目における工事範囲は下記表のとおりとする。ただし、その他の工事種目はすべ

　　※「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。

３．工事種目

２．敷地面積

１．工事場所

し、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合は、この限りでない。

・改質アスファルトシートトーチ工法防水工事作業

・FRP防水工事作業

・左官作業　・内外装板金作業

・自動ドア施工作業

・エーエルシーパネル工事作業ク・ALCパネル工事

・シーリング防水工事作業

　　　て今回工事範囲とする。

　・特別管理産業廃棄物　　　　　　（・廃石綿　・PCB含有物　・　　　　 　）

　・発注者に引渡しを要するもの　　（・金属類　・　　　　　　　　　　　  ）

　・現場において再利用を図るもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

［1.4.1］化学物質を放散させる建築材料等

　　　　　する。

　　　規制対象外

 ③ 下記表示のあるJAS規格品

　ａ．接着剤等不使用

　ｂ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｄ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを

　ｆ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　第三種  ① JIS及びJASのF☆☆☆規格品

 ② 建築基準法施行令第20条の7第3項による国土交通大臣

 ② 建築基準法施行令第20条の7第4項による国土交通大臣

ホルムアルデヒド放散量 該当する材料

 　 認定品

 　 　 放散しない材料使用

 　 　 放散しない塗料使用

 　 　 放散しない塗料等使用

 　 認定品

［1.4.2］

［1.5.2］施工数量調査

［1.5.3］

・構造物鉄工作業　・とび作業　

　・既存建物内の一部を使用する

　　（５）特記事項に記載の（別2-　．）は、標仕の｢別図2　ボルト間隔等及び溶接継手の開先形状｣の該当項目を示す。

　　（１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

　　（６）　印は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」の特定調達品目を示す。

章 項　　目 特　　記　　事　　項

Ⅰ　工事概要

Ⅱ　建築改修工事仕様

仕 様 書

　　 　　  　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　　　　　印と※印の付いた場合は、ともに適用する。

　　（２）特記事項は、　印の付いたものを適用する。

３

２

１

0

 ① JIS及びJASのF☆☆☆☆規格品

　　（１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、パーティ

　　　　　クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上塗材及び壁紙は、ホルムア

　　　　　ルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（３）接着剤はフタル酸ジ－n－ブチル及びフタル酸ジ－2－エチルヘキシルを含有しな

　　　　　い難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン及びエチ

　　　　　ルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

　　（３）特記事項に記載の［  ． ．］内表示番号は、改修標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。

※片面フラッシュ程度　・ 

※合板張り程度　・ 

既存家具等の養生　　※ビニルシート等　・ 

外部足場

内部足場　種別　　※きゃたつ、足場板等　・ 

既存部分の養生　　　※ビニルシート等　・ 

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　　※図示　・ 

　　・第二次判定：専門分析機関にてPCB含有量の分析を行う。

　・PCB含有シーリング材の処理

　・再資源化を図るもの　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　  ）

　・　　　　　　　　　　　　　　※図示　・ 

　・建設発生土仮置場　　　　　　※図示　・ 

　・資機材置場　　　　　　　　　※図示　・ 

　・工事用車両の駐車場所　　　　※図示　・ 

※施工計画書　　　　提出部数　※1部　・　　部

構内既存の施設　　※利用できない　・利用できる（※有償　・無償）

・設けない

　　　　除去範囲　　　※図示　・ 

　　・除去処理工事

　　　　分析個数　　　計（　　　）箇所

　　　　採取箇所　　　※図示　・ 

　　　　採取箇所数　　計（　　　）箇所

　　・第一次判定：現場にてサンプルを採取し、シーリング材種及び分析の要否を判定する。

　・要　　　・不要

　・積雪区分　平12建告第1455号　別表（　　）

　※地表面粗度区分　　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ

　※風速　V ＝（　　　）m/s（平12建告第1454号第2）

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

※適用する

　着工前の測定　　・行う

※図示　・ 

・
・

Ｇ

・

棚足場

［1.3.12］

［1.3.12］

［1.3.12］

［1.3.12］

［2.3.1］

［2.2.1］

［2.2.1］［表2.2.1］

［2.2.1］

14

13

12

１

３

２

６

５

７

15

　測定はアクティブ型採取機器により行う。

１．共通仕様

　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様

　　う。）による。

　　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和4年版）」（以下「標仕｣とい

　　書（建築工事編）（令和4年版）」（以下｢改修標仕｣という。）により、また、改修標仕に記載されていない事項は、

下記以外は現場説明書による。

34

・コンクリートガラ　・木材

10

11

固定家具等の移動　　※行わない　　・行う（図示の他、工事に必要な備品類の移動作業は本工事に含む)

　　　　　種別　　※枠組本足場(手摺先行方式)　・くさび緊結式足場(手摺先行方式)

保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

ファミリーサポートセンターの移転に伴う改修工事

改修工事

11,146㎡

交野市天野が原町５丁目５－１

　測定対象室　　　・図示     ・ 

　測定箇所数　　　・図示     ・ 1箇所

　・設計図面修正

　　　※A3版2つ折り製本　5部

　　　※電子データ　ＣＤ－Ｒ　2部

・営繕工事写真撮影要領による工事写真撮影ガイドブック 建築工事編及び解体工事編 (令和5年版) 

　（国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修）

・建築改修工事監理指針(令和4年版）（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

・建築物解体工事共通仕様書(令和4年版)・同解説 令和5年版（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

2. 建具改修

1. 内装改修

契約締結日（令和8年8月3日予定）から令和8年11月30日まで

指定区分　１）施設運営を行いながらの工事となるため、工事の計画等について施設管理者、

　　　　　　　監督職員、監理者と事前に十分な協議を実施し、施設側に十分に配慮した

　　　　　　　　　　　　　　工程計画を立てることとする。

５．工期　　　　

４．工事内容

６．工事範囲

種　類 張り面

第2種

ガラス用フィルム

名　称 性能値

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

建具の種類

アルミニウム製

鋼製及び鋼製軽量

ステンレス製

※シーリング材 

※シーリング材 

材　種

※シーリング材　・ガスケット（FIX部はシーリング材）

　　改修標仕5.12.3 以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

色　調

※クリア　・熱線反射

厚さ（mm）

・ガラスブロック

防火認定

※なし

・あり

ガラス

・

呼び寸法（mm）表面形状

・正方形

・長方形

・ ・

　JASS17 ガラス工事「納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を監督職員

　に提出する。

　品質JIS A 5759による

※ガラス飛散防止フィルム ※内張り　・外張り 飛散防止率　D1

　防火戸のガラス留め材は、防火戸が建築基準法に基づき定められ又は認定を受けた条件による。

ガラス留め材

・乳白色　・カラー（　　　　）

板ガラスの種類、厚さ等は建具表による ［5.13.2］

［5.13.5］

［5.13.2］

［5.13.3］

15４

オーバーヘッドドア

・ファイバーグラスタイプ

・アルミニウムタイプ

※スチールタイプ

セクション材料

　（SUS304）

・ステンレス鋼板

※溶融亜鉛めっき鋼板

・バーチカル形

・ハイリフト形

・ローヘッド形

・スタンダード形

・電動式

・チェーン式

※バランス式

収納形式開閉方式

重量シャッター

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式

開閉形式　　　　※手動式　　　・上部電動式（手動併用）

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製SUS304（厚さ1.5mm）

耐風圧性能（　　　）N/m

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない

スラット　材質　※JIS G 3312（塗装溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯）

　　　　　形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

・一般重量シャッター

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

シャッターの種類

耐風圧性能（　　　）N/m

耐風圧性能（　　　）N/m

軽量シャッター

危害防止機構　　※障害物感知装置 （自動閉鎖型）

　　　　　　　　　又はJIS G 3318（塗装溶融亜鉛-5%アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯）

［5.2.4］［表5.2.2］

［5.2.3］

［5.2.2］［表5.2.1］

自閉式上吊り引戸装置

　　　　・ 製造所標準仕様による

木製建具８

　※規制対象外　　・第三種

建具用金物９

ふすまの上張り

性能　　※ 改修標仕5.8.3による

鋼製建具５

鋼製軽量建具６ 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

ステンレス製建具７ 簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

自動ドア開閉装置

表面処理

　屋内建具

　形式　　　　　　※外部可動式　・固定式

網戸

外部に面する建具の耐風圧性の適用は建具表による

※図示

耐風圧性 気密性 水密性 施工箇所

・A種

・B種

・C種

S－4

S－5

S－6

※A－3

・   

　A－4

・

　W－5

・  

枠見込み（mm）

　100

※70

アルミニウム製建具４

　外部に面する建具

種　別

※W－4

　　※C－1種　　・C－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　・鳥の子

鍵

鍵箱

センサーの種類ドアの種類

※スライデイングドア

・スイングドア

・マットスイッチ　　※光線（反射）スイッチ

・熱線スイッチ　　　・音波スイッチ

・光電スイッチ　　　・電波スイッチ

　種類　・SSLD-1　・SSLD-2

　　　　・DSLD-1　・DSLD-2

　種類　・SWD-1　 ・SWD-2

・タッチスイッチ　　・押しボタンスイッチ

・ペダルスイッチ　　・多機能便所スイッチ

　　　　・ 製造所標準仕様による

　　　　　　　　・鋼板

性　能

５

2

2

2

2

表面仕上げ　　※HL 　・鏡面　・ 

曲げ加工　　　※普通曲げ　　・角出し曲げ（補強あり）

　形式　　・30組用　・60組用　・120組用　・ 

性能等級等

　防音ドアセット、防音サッシ　　・適用する　遮音性の等級（　　　）

　断熱ドアセット、断熱サッシ　　・適用する　断熱性の等級（　　　）

　耐震ドアセット　　　　　　　　・適用する　面内変形追随性の等級（　　　）

　外部に面する建具

　  ※B－1種　　・B－2種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　防虫網の材種　　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ステンレス製（SUS316）

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

外部に面する建具の耐風圧性の適用は建具表による

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　　　　）

建物内部の木製建具に使用する表面材（合板）及び接着剤のホルムアルデヒド放散量

　マスターキー　　※製作する　・製作しない

　市販品

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

材料　　※ SUS304、アルミニウム製等防錆性能を有するもの

耐風圧性能（　　　）N/m

［5.4.2］［表5.2.1］

［5.4.2］［表5.3.1］

［5.5.2］

［5.6.2］［表5.3.1］

［5.6.2］［表5.2.1］

［5.6.4］

［5.6.5］

（16.7.2）

（表16.7.3）

（16.7.2）

［5.7.1］

［5.7.1］

［5.8.1､2］［表5.8.1～6］

［5.8.3］

［5.9.2］

［5.9.3］［表5.9.1］

［5.10.2］

［5.10.2］

［5.10.2］

［5.10.2］［表5.10.1］

［5.11.2］［表5.11.1］

［5.11.3］

［5.11.4］

［表5.11.2］

ガイドレールの材質

［5.12.2～4］

10

11

12

13

14

５

［5.1.5］

［5.1.3］改修工法１

見本の製作等

適用箇所かぶせ工法 撤去工法

・外部

・

・内部

・鋼製建具

・鋼製軽量建具

・ステンレス製建具

建具の種類

・アルミニウム製建具

・

・

・

・

・

・

・

・

・

※建具表による　　・図示

※建具表による　　・図示

※建具表による　　・図示

※建具表による　　・図示

［5.1.7］防犯建物部品３

２

※建具表による　　・図示

・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　）

・適用する（適用箇所は建具表による）

AutoCAD SHX Text
仮設工事

AutoCAD SHX Text
防水改修工事

AutoCAD SHX Text
一般共通事項

AutoCAD SHX Text
外壁改修工事

AutoCAD SHX Text
建具改修工事

AutoCAD SHX Text
建具改修工事



　FT

　厚さ（mm）　　・ 

記号

パイル長さ（mm） 備　考

・グリッパー工法

※全面接着工法

工　法

・ループパイル

・レベルループパイル

・カットパイル

パイル形状

※6.5

種　類パイル形状 寸法（mm）

※500×500

備　考総厚さ（mm）

・

・カット、ループ併用

・・第二種

※第一種

・カットパイル

※ループパイル

種　類 厚さ（mm）色　柄

※発泡層のないもの

・マーブル柄

※無地

［6.9.3］［表6.9.1］

［6.9.3､4］［表6.9.2］

［6.8.3］

［6.8.2］

［6.6.4］

［6.6.4］

［6.6.2］［表6.6.1］

［6.2.2］

［6.1.3］

カーペット敷き

合成樹脂塗床１３

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）

※平滑仕上げ　・防滑仕上げ　・つや消し仕上げ

仕上げの種類

・防滑仕上げ

※薄膜流し展べ仕上げ

種　別

・エポキシ樹脂塗床材

・弾性ウレタン塗床材

織じゅうたん

※無地

備　考色柄等

・柄物

・ｶｯﾄ､ﾙｰﾌﾟ併用

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

パイル形状種　別

・C種

・B種

・A種

タイルカーペット

タフテッドカーペット

ビニル床シート、

軽量鉄骨壁下地

軽量鉄骨天井下地９

接着剤８

　壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール

防腐、防蟻処理７

集成材等５

寸法（mm）樹種名

２

下地補修

既存床の撤去並びに

代用樹脂を使用しない箇所　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　）

４ 木材

３

下地補修

既存壁の撤去並びに

１ 改修範囲

［6.1.3］

［6.1.3］

［6.2.2］

［6.2.2］

構造用集成材

接着性能材面の品質強度等級品　名施工箇所

・使用環境A

・使用環境B

・1種

・3種

寸法（mm）樹種名

構造用単板積層材

接着性能施工箇所 曲げ性能

・使用環境2

寸法（mm）樹種名

造作用集成材

施工箇所 見付け材面の品質

※1等　・2等

寸法（mm）
見付け材面の

化粧ばり造作用集成材

心材の樹種名施工箇所
化粧薄板の

品質樹種名

化粧薄板の

厚さ（mm）

寸法（mm）表面の品質

単板積層材

施工箇所 防虫処理

・する

・しない・塗装加工

・化粧加工しない

［6.5.2］［6.13.2］

床張り用合板及び６

その他の
防虫処理

普通合板

板面の品質
接着の表板の厚さ

施工箇所

※1類

・1類

・2類

［6.5.2］構造用合板

その他の合板

（mm） 樹種名 程度 処理

・難燃処理

難燃処理

・防炎処理

・する

・しない

・する

・しない

5.5（床）

（壁、天井） ・ラワン

・しな

・2類

防虫処理板面の品質接着の程度
表板の厚さ

施工箇所

・特類

（mm） 樹種名

12.0（床）

針葉樹 ※C－D

・する

・しない・

※C－D

等級

・1級

※2級※1類

［6.13.2］

その他の処理防虫処理

天然木化粧合板

接着の程度
化粧板の厚さ

施工箇所

・1類

（mm） 樹種名

難燃処理・する

・しない

・3.2（壁、天井）

・2類※4.2

・6.0

・しおじ

・なら

・防炎処理

［6.13.2］

その他の
防虫処理

特殊加工化粧合板

接着の
加工面

厚さ
施工箇所

・1類

（mm）

難燃処理・する

・しない

※4.0（壁、天井）

・2類・ ・両面

・表面

・防炎処理

処理程度

・オーバー

　レイ

・プリント

・F

・FW

・W

表面性能
化粧加工

の方法

・塗装 ・SW

樹脂（以下「ユリア樹脂等」という）又はホルムアルデヒド系防腐剤を用いた接着剤のホルム

天井下地材における耐震性を考慮した補強 ［6.6.4］

ビニル床タイル及び

ゴム床タイル張り

［6.8.2］

ビニル床シート及びビニル床タイルの特殊機能

　帯電防止　　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

　耐動荷重　　JIS A 1454による、へこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、摩耗性試験、

　　　　　　　層間はく離強度試験（発泡層のあるビニル床シートのみ）及びキャスター性試

　　　　　　　験等の試験後、異常がないこと

・

・

・無地

※柄物

施工箇所 特殊機能

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

・

・

ビニル床シート

記号種　類 厚さ（mm）色柄

※2.0・ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝ

・柄物

※無地

［6.8.2］ビニル幅木

［6.8.2］

施工箇所 特殊機能

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

・

ビニル床タイル

・

・帯電防止

・耐動荷重

・帯電防止

・耐動荷重

・置敷きﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ ※無地

・

・

寸法（mm）

・300×300

・450×450

・

［6.8.2］ゴム床タイル

　（標準品）

織り方 帯電性

※人体帯電圧

　3kV以下

・・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰｶｰﾍﾟｯﾄ

・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽｶｰﾍﾟｯﾄ

・ｳｨﾙﾄﾝｶｰﾍﾟｯﾄ

・カット、ループ併用

帯電性

※人体帯電圧

　3kV以下

・

ニードルパンチカーペット

帯電性

※人体帯電圧3kV

　以下（ﾌﾘｰｱｸｾｽ

・

　ﾌﾛｱ敷設範囲）

施工箇所

（内装改修工事全般）

［6.6.3､4］

[6.7.3]［表6.7.1］

［表6.7.1］

６

107

（・1等・2等・3等）

スタッド、ランナーの種類　　　　　※改修標仕表6.7.1による　・図示

・

※4～6　・ 

※5～7　・ 

※4　 　・ 

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm　・ 

　タイルカーペットの敷き方　　平場　　　　※市松敷き　・模様流し　・ 

　　　　　　　　　　　　　　　階段部分　　※模様流し　・市松敷き　・ 

　※規制対象外     ・第三種

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）

見切り、押え金物　　・適用する（材質、形状等　※図示　・　　　　　　）

　帯電性　　　　※人体帯電圧3kV以下　・ 

　備考

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ8mm　・ 

　寸法　　  　　（　　　　　　　　　　　　　）

　厚さ（mm）　　・3.0　・4.5　・6.0　・9.0

　色柄　　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

　厚さ（mm）　　※2.0　・ 

　高さ（mm）　　※60　・75　・100

　材質　　　　　※軟質　・硬質

・500×500

工法　　※熱溶接工法　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　）

・発泡層のあるもの

※2.5

　　　　　　　　又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

スタッドの高さが5mを超える場合　　※ 図示

　・行う（補強箇所　　※図示　　　補強方法　　※図示）

　耐風圧性を考慮した補強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※図示　・ 

　野縁の間隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※図示　・ 

　野縁受、吊りボルト、インサートの間隔及び周辺部からの距離　　※図示　・ 

屋外の軒天井、ピロティ天井等

あと施工アンカーの引抜き試験　　・行う　・行わない

既存の埋込みインサート　　　　　・使用する　・使用しない

　屋外（・19形　※25形）　屋内（※19形　・25形）

野縁等の種類

※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　※規制対象外    ・第三種

アルデヒド放散量

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁、床の改修範囲

　※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　・図示の範囲

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井の改修範囲

　※壁面より両側600mm程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

　・図示の範囲

天井の撤去に伴う取合い部の壁面の改修

　※既存のまま

　・図示の範囲

ビニル床シート等の除去　　　※仕上材のみ（接着剤共）

　　　　　　　　　　　　　　・下地モルタル共（※図示の範囲　・除去範囲すべて）

合成樹脂塗床材の除去工法　　・機械的除去工法　・目荒し工法

改修後の床の清掃範囲　　　　※改修箇所の室内　・ 

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

　※モルタル塗り（塗厚25mmを超える場合の補強　※行う　・行わない）

　・図示

表面仕上げの程度　　　　　　　　・A種　※B種　・C種

現場搬入時の木材の含水率　　　　※A種　・B種

保存処理木材　　　　　　　　　　・使用する（使用箇所：　　　　　　　　　　）

造作材の材面の品質の基準　　　　※A種　・B種

集成材及び単板積層材のホルムアルデヒド放散量    ※規制対象外    ・第三種

※2種

・使用環境1

・使用環境C

※1等　・2等

※天然木化粧加工

合板のホルムアルデヒド放散量    ※規制対象外    ・第三種

広葉樹 ・1等 ※2等

防腐処理　　※行う（※改修標仕6.5.2(h)(3)による　　・図示　　　　）

防蟻処理　　・行う（※図示　　・　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

防腐、防蟻処理剤の種類及び品質

　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

［6.5.5］

［6.5.5］

［6.5.5］

［6.5.2］［6.8.2］[6.9.3]［6.11.5､6］［6.13.2］［6.14.2］［6.16.4］

［6.9.3］

［6.9.3］

［6.10.2､3］［表6.10.1～7］

［6.10.2］

［6.9.2］

［6.5.2］

［6.3.2］［4.4.9］

［6.5.2］［表6.5.3］

［6.5.2］［表6.5.4］

［6.5.2］

［6.5.1］［表6.5.3］

［6.5.2］

［6.5.2］［表6.5.5］

構造材及び下地材の品質の基準　　※改修標仕6.5.2(a)(2)(iv)による　・ ［6.5.4］

［6.5.2］

［6.5.2］

［6.5.2］

［6.5.2］

［6.5.8］

※FS

　KT

　ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

※無地

・ ・

・300×300

・450×450

※2.0　TT・単層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

※無地

・ ・

・300×300

・450×450

※2.0・複層ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ

 FOA

11

10

12

　（36db以上）

・遮音タイプ

遮音性能

・一般タイプ ・手動式　　　　・電動式

・手動式　　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

操作方法

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

厚さ（mm）

・

※鋼板

・

※鋼板

表面仕上げ表面材

（※0.6 ・0.8）

・パネル式

・スタッドパネル式

・スタッド式

構造形式

・なし

・なし

防火性能

　（　　　）

・あり

　アクリル樹脂焼付け

※メラミン樹脂又は

・  

・あり

・

※鋼板・

遮音性能表面仕上げ
総厚さ（mm）

パネル部の

厚さ（mm）

表面材種

　遮音性能はJIS A 6512の遮音性試験に準拠する。

　表面仕上げの壁紙張りの品質は18壁紙張りによる。

移動間仕切

可動間仕切

（20.2.4）

階段手すり

階段滑り止め

トイレブース

（20.2.6）

（20.2.3）

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

・・・・・

JIS R 5201の試験8において

JIS K 6903による　厚さ1.2

JISの記号 厚さ（mm）、規格等

［6.16.3］

［6.15.3］［6.11.2～6］［表6.11.1､2］

［6.12.2］［表6.12.1］

［6.13.2］［表6.13.1］

［6.14.2］

　　安定性、膨張性のひび割れ及びそりがないこと。（JIS R 5201の試験9）

終結　10時間以内

始発　1時間以上

凝結時間混合割合

　セメント重量

　防水剤の種類は建築用のモルタルに用いるセメント防水剤とする。（JIS A 1404による試験）

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

既製目地材　　※適用しない　・適用する

モルタル塗り

吸水調整材は、4章外壁改修工事共通事項による。

70％以上 95％以下 80％以下

透水比吸水比曲げ及び圧縮強度比

　の5％以下

タイルの種類タイル張り

　標準的な曲がり（小口、標準、二丁、びょうぶ）の役物は一体成形とする

内装壁タイル張りの工法　　※壁タイル接着剤張り　　・改良積上げ張り

　タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う

セルフレベリング材

材　質

・硬質塩ビ製

※アルミニウム製

市販品浴室天井材

※300

※200

・100

・100

幅（mm）

の標準品とする。

きとし、製造所

回り縁はとい付準不燃品

・木目調

※塗装品

・アルマイト処理品

※焼付け塗装品

備　考性　能表面仕上げ

壁紙張り

その他ボード張り

せっこうボード及び

床下地材

ポリスチレンフォーム１６

畳敷き１５

フローリング張り

　単層フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・ 第三種

・フローリング ・モルタル

・釘留め工法

接着工法・なら

・

※なら

緩衝材樹　種種　類

畳の種別

フローリング類下地　　厚さ（mm）　※80　・95　　　（不燃）

　畳表及び畳床はVOC含有量が少ないものとする

・改修標仕  表6.5.9による床組

下地の種類

・ポリスチレンフォーム床下地

パーティクルボード及びMDFのホルムアルデヒド放散量 

・ミディアムデンシティ

・インシュレーションボード

・ハードボード（素地）

・単板張りパーティクルボード

・メラミン樹脂化粧板

・化粧せっこうボード（木目）

・シージングせっこうボード

・強化せっこうボード

・せっこうラスボード

・せっこうボード

・不燃積層せっこうボード

A級二次加工品

・未研磨板（RN）　・研磨板（RS）

IB

HB

MDF

GB－D

GB－L

GB－F

GB－S

GB－NC

GB－R

NW

HW

0.8FK

DR

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・けい酸カルシウム板

・ロックウール化粧吸音板

種　類

備　考
無機質

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

・不燃・準不燃・難燃

防火性能施工箇所
紙

（化学繊維）

その他

（ビニル）（織物）

繊維

壁紙の種類

・モザイク

・グラスウール吸音ボード2号32K GW-B

単層フローリング

・

※なら・フローリング

厚さ

・

※15

※15

・8

大きさ

・

・

　　　　　　　・無塗装品（・塗装する　施工箇所：　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　・オイルステインのうえワックス塗り

　　　　　　　　　　　　　・生地のままワックス塗り

1.0FK

RW-B・ロックウール吸音ボード1号

・硬質木片セメント板 HF

・ハードボード（化粧） ・内装用化粧（DI）　・外装用化粧（DE）HB

NF・普通木片セメント板

・化粧パーティクルボード

　ファイバーボード

［6.13.2］

［6.13.2］

（・天井仕上 ・内装仕上 ・　　　　）

床目地　　　　・設ける（工法　※押し目地　・　　　　　　　）

［6.15.3］

［6.15.3］

［6.15.6］

　の水圧を

　る）

塗り ・せっこう系（施工箇所及び厚さ　　※仕上表による　・図示　・　　　　　　）

・セメント系（施工箇所及び厚さ　　※仕上表による　・図示　・　　　　　　）

形状寸法

（mm） あり 特注標準なし

うわぐすり 役物 色
備考

再生材の

適用
施工箇所

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

あり なし

耐凍害性

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

吸水率

ⅢⅠ Ⅱ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

無ゆう施ゆう

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

コンクリート素地面の目荒し工法（高圧水洗）　　・行う

フリーアクセスフロア

・溝構法

水平力

適用地震時仕上り高
備　考構　法施工箇所

（mm）

・パネル構法

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

（20.2.2）

空調用吹出し（吸込み）パネル

コンセント等の取付け対応　　※製造所の仕様による （コンセント本体は別途設備工事）

　コンセントの箇所数　　※図示

　配線取出し開口　　※パネル1枚につき40×80（mm）程度の開口1箇所以上　　・図示

表面仕上材の品質、性能は、標仕19章による。

の開発」の建設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

表面仕上材耐荷重性能

・3,000N

・5,000N

配線用取出しパネル

　※なし

　・あり（※固定式　　・可変式）：施工箇所（※図示　　・　　　　　　　　　　　　　）

ローリングロード性能　　※適用する　　・適用しない

（・内臓　・露出）

表面仕上げ材 （20.2.5）

・ポリエステル樹脂系化粧板

・メラミン樹脂系化粧板

・

・

表面材の材質
形　状 材　質

※幅木

・支柱

・なし

・アルミニウム製

・ステンレス製

・標準

・R

形　状 材　質

・アルミニウム製

・ステンレス製

・表面材と同材

脚　部 ドアエッジ

・ステンレス製（SUS304）

材　種 端部フラットエンド

　　ビニルタイヤ入り

・約35

・

取付け工法

※接着工法

・埋込み工法

※あり（※ビニル製 ・ステンレス製）

・なし

※集成材

取付箇所材　種

・ステンレスパイプ

・鋼製パイプ

・ビニル製

表面仕上げ

・60　・45

［6.11.2､3､5､6］［表6.11.3､4］

・複合1種 ・釘留め工法

・接着工法

・

※なら

工　法樹　種種　類

天然木化粧複合フローリング

種別又は

幅　　75以上

厚さ　8以上

長さ　900以上

防湿処理

・防湿処理を行う

・複合2種

・複合3種

　ボード

　ブロック

　パーケット

・接着工法

　埋込み工法

・接着工法

※合成樹脂

　発泡シート

・

※合成樹脂

　発泡シート

・

※合成樹脂

　発泡シート

・

根太張用

直張用

直張用

直張用

・ ・

・

工　法

根太張用

直張用

大きさ（mm）

※合成樹脂発泡シート

又は緩衝材

・B種

・A種

※C種

※凹凸ﾀｲﾌﾟ（※12（不燃）・15 ・19 ・　）

・

[6.13.3]［表6.13.3］

（mm） （mm）

・A種（ノンフロンのもの）

　1時間かけ

・1.0G

・0.6G

　耐震性能5,000Nについては、平成元年建設省告示第1322号「耐震型フリーアクセスフロア

幅（mm）

直径（mm）

（294.0 kPa

※303×303

　複合フローリングのホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　・ 第三種

仕上げ塗装　　・塗装品　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　種類　　※ウレタン樹脂ワニス塗り

畳下地　　　　　　　　厚さ（mm）　※40　・65　・80（不燃）

合板類の張付け　　・A種　※B種

　※適用する　　・適用しない

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

　※規制対象外　　・第三種

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

※B種　　・ 

※C種　　・ 

・9.5（準不燃）　※12.5（不燃）

・15.0（不燃）

12.5（不燃）

・12.5（不燃）　・15.0（不燃）

9.5

12.5（不燃）　幅440mm程度

模様（※柾目　・板目） 専用下地材付き

9.5（不燃）　・化粧なし（下地張り用） 

　　　　　　 ・化粧あり（トラバーチン模様）

タイプ2（無石綿）

・6　　・8　　・ 

※ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ（※9（不燃）・12　・　）

・25　　・ 

・3　　・7　　・9　　・12　　・ 

・2.5　・3.5　・5　　・7

・化粧MDF（・DV・DO・DC）

・素地MFD（RS）

・10（難燃）　・12（難燃）　・ 

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ（DO）　・塗装（DC）

・単板オーバーレイ（DV）

・10　　・12　　・15　　・18　　・ 

・無研磨板（VN）     ・研磨板（VS）

・30　　・ 

・12　　・15　　・18　　・21　　・ 

・15　　・20　　・25　　・ 

・2.5　・3.5　・5　　・7

・9　　 ・12　 ・15　 ・18

・15　　・20　　・25　　・ 

・25（ガラスクロス包）　・ 

幅　※75　・ 

長さ  500以上

　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合　　※20～30％　　・ 

構成材の材質　　　　　 ・アルミニウム製　　・鋼製　　・ 

スロープ及びボーダー　　※製造所の仕様による　　・図示

※クリヤラッカー　・ 

・EP-G　　 ・ 

・HL　　   ・ 

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

［6.11.6］

[6.17.2]［表6.17.1］

［6.16.3］

[6.16.3]［表6.16.5］

［6.14.2］

　コンクリート面　　　　　　　・RA種　　※RB種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

下地調整

　せっこうボード面　　　　　　・RA種　　・RB種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

［6.14.3］［表7.2.4］［表7.2.5］［表7.2.7］

壁紙のホルムアルデヒド放散量  　※規制対象外   ・第三種

　モルタル面、プラスター面　　・RA種　　※RB種　（施工箇所：　　　　　　　　　　）

14

17

18

27

26・3.0　ｱｲｶ工業ｾﾗｰﾙ　又は同等品・不燃メラミン化粧板

19

28

20

21

22

23

24

25

　中級品全範囲

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月特記仕様書(2) -

A-02保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

AutoCAD SHX Text
内装改修工事



※1200 ・1500 ・1800

※1200 ・900  ・600

※1200 ・900 ステンレス製　※1段式

バックガード　※あり

トラップ付き

・水切棚

・吊戸棚

・コンロ台

・流し台

※市販品

規格・品質等適用内容種　類

※500

・800（不燃認定品）

※不燃布

　（巻取り型）

・垂直降下式

種　類 材　質 高さ（mm）

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込み型）

ガイドレール

・

備　考

・800 　※天井材張り

表面仕上げ鋼板製又はアルミ製・回転降下式 ※500

・

※網入り磨き板ガラス

・線入り磨き板ガラス ・

※500

・

材　質 厚さ（mm） 高さ（mm）

アルミ製枠付き

備　考

JIS S 1039による

・可動式

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込み型）

・固定式

収納家具

合板、集成材、MDF、パーティクルボード等のホルムアルデヒド放散量

防煙垂れ壁

屋内掲示板

奥行き（mm）　　・約450　　・約600

材種　　　　　　・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石　洗面カウンター

くつふきマット４０

・4種　・5種　・6種・鋼製物品棚

・鋼製書架

耐荷重による種類規格等種　類鋼製書架及び物品棚

床点検口

流し台ユニット

[6.5.2][6.13.2]

・1種　・2種　・3種

［2.3.1］［5.1.6］

［5.1.6］

［2.3.1］［5.1.6］

［5.1.6］

天井点検口

・既存再使用する

材種　　※アルミニウム製　　・ステンレス製

・新設する

カーテンレール

・図示

　　表面処理　　　　　※B－1　・B－2（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

・市販品（アルミニウム製　押出形材）

・新設する

・既存再使用する

及びカーテンボックス

ブラインドボックス

形式　　・片引き　　・引分け（※暗幕用は300mm以上の召合せの重ね掛けとする）

・既存再使用する（養生方法：　　　　　　　　　　　　　　　　）カーテン

・100・クロススラット※2本操作コード

ロールスクリーン

・80

※25※ギヤ式　　・コード式

・

・アルミスラット

※アルミニウム合金製

・1本操作コード

・操作棒式

・縦形

※横形

スラットの材質種　類形　式

・新設する

・既存再使用する（養生方法：　　　　　　　　　）

寸法（mm）

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※白

※緑　・黒

※緑　・黒

　ボード

・ホワイト ※ほうろう

※焼付け・黒板

備　考色　彩種　類

ブラインド

表示

　ホワイトボード

黒板及び

（20.2.14）

（20.2.8）

（20.2.12）

（20.2.13）

（20.2.14）

（20.2.10）

区　分

　（・両面　・片面）

・室名札

※ステンレス製

材　質

・図示

※アクリル板

※市販品・衝突防止表示

・ピクトグラフ

・扉番号

・階数表示

・建物案内板

・各階案内板

・

・

※アクリル板

・

※30φ

・・

取付け高さ 書　体

※図示

・

※図示

・

※図示

・

※5

・

※5

・

※図示

※図示

スラットの幅

（mm）
施工箇所

防炎性能　※あり

遮光性能

※ポリエステル

材　種

・綿

・

操作方式

・電動式

・スプリング式

・チェーン式

・1級

・2級

・3級

寸法（mm） 備　考

・図示

・

・

施工箇所

ひだの種類 備　 考

・箱ひだ・つまひだ

・プレーンひだ・片ひだ

・

・フランスひだ

形　式 開閉操作 施工箇所

・電動

・ひも引き

・手引き

・シングル

・ダブル

（暗幕）

・片引き

・引分け

材　種

※アルミニウム製

・

寸　法

・一般形

・600×600

・ ・密閉形

形　式 外　枠 内　枠

・額縁タイプ

・目地タイプ

・屋内外用

・屋内用

・額縁タイプ

・目地タイプ

・450×450

材　種

※アルミニウム製

・ステンレス製

寸　法

・一般形

・結露防止形

形　式

・屋内外用

・屋内用・600×600

・

・450×450

・鋼製

・鋳鉄製

・密閉形

・張物用

・張物、充填兼用

・充填用

視覚障害者用床タイル

（誘導用及び

　　注意喚起用床材）

（19.2.2）

屋内

屋外

施工箇所 種　類 寸法（mm） 厚さ（mm）

※塩化ビニル製

・レジンコンクリート製

・磁器又はせっ器質タイル

※レジンコンクリート製

・磁器又はせっ器質タイル

　300×300

　300×300

　　ブロックパターンはJIS T 9251による。

材　種 受　枠 備　考

・塩化ビニル又はゴム製

・硬質アルミニウム合金製 ・硬質アルミニウム合金

・

・

・新設する

６

　案内用図記号はJIS Z 8210による。

・ステンレス鋼（SUS304）

・ステンレス鋼（SUS304）製

寸法（L＝　mm）

寸法（mm） 厚さ（mm）

※600  ・700　・ 

　・ 

枠の材質　　　※アルミニウム製

表面の材質　　※塩ビ発泡シート張り　　・ 

　※規制対象外　　　・第三種

形状・寸法　　　※図示

材質　　　　　　・ 

　　溝幅×深さ（mm）　・90×150　※120×80　・120×150　・150×80　・　

※6.8

※300×300　・ 

※300×300　・ 

※300×300　・ 

※7.0　・ 

※30　・ 

形状　　・C形　　・D形　　・Ⅰ形　　・ 

42

41

36

37

23

44

44

45 アコーディオンドア 図示

・200×200

※１階にある階案内板(1，2，3階)の改造を行なうこと。(アクリル板)　カッティングシート上貼り

　　今回改修部分の変更内容(ＥＶ・変更室)の明記、参考ｻｲｽﾞ２５０×２５０程度

　身障者マーク

　計3カ所

　各階EV乗場

39

38

35

34

33

32

31

30

29

４ 塗装

塗装の種類
工　程

・合成樹脂調合ペイント塗り

新　規塗替え

・A種　※B種

塗装面

・クリヤラッカー塗り（CL）

・フタル酸樹脂エナメル塗り

・アクリル樹脂系水分散系塗料

　塗り（NAD）

・アクリル樹脂エナメル塗り

１ 材料 建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散量

下地調整

下地面の種類
下地調整の種別

モルタル面、プラスター面

コンクリート面、ALCパネル面

せっこうボード面、その他ボード面

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

２

３ 錆止め塗料塗り 錆止め塗料塗りの種別等

塗装面 工程種別塗料種別 備　考

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※A種　・B種

・A種　※B種

※A種　・B種

［7.2.1］［表7.2.1～7］

［7.3.2､3］［表7.3.1～4］

　※規制対象外    ・第三種

［7.1.3］

建物内部に使用する塗料の材質　　・水性系　

防火材料　　※屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 ［7.1.3］

　　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（施工箇所：　　　　　　　　　　）

既存塗膜の除去範囲（塗替えでRB種の場合）

　※塗替え面積の30％　　・図示

下地調整の種別等

コンクリート面、押出成形セメント板面

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具を除く）

（2-UE､2-ASE､2-FUEは除く）

（2-UE､2-ASE､2-FUEの場合）

・RA種　・RB種

・RA種　・RB種

・RA種　・RB種

・RA種　・RB種

　RA種

　RC種

新　規塗替え

・

　RA種

・RA種　・RB種

ひび割れ部

の補修

［7.2.2～7］［表7.2.1～7］

屋外

屋内

塗替え

新規（鋼製建具

を除く）

新規鋼製建具

　C種

　C種

※A種　・B種

　C種

※A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

　A種

EP-Gの場合

EP-Gの場合

EP-Gの場合

2-UE､2-ASE､

2-FUEは除く

・2液形ポリウレタンエナメル

　塗り（2-UE）

・アクリルシリコン樹脂エナメル

　塗り（2-ASE）

・常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル

　塗り（2-FUE）

・つや有合成樹脂エマルション

　ペイント塗り（EP-G）

　塗り（EP）

　（SOP）

・合成樹脂エマルションペイント

　塗り（EP-T）

・合成樹脂エマルション模様塗料

・ウレタン樹脂ワニス塗り（UC）

・オイルステイン塗り（OS）

・マスチック塗材塗り

　　A種及びC種の凸面処理

　　　・行う　・行わない

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

木部

（鋼製建具を除く）

亜鉛めっき鋼面（鋼製建具）

　（FE）

　（AE）

屋内木部

屋内鉄鋼面

屋内亜鉛めっき鋼面

屋内コンクリート面

屋内モルタル面

屋外コンクリート面

屋内モルタル面

屋外鉄鋼面

屋外亜鉛めっき鋼面

屋外コンクリート面

屋外押出成形セメント板面

屋外鉄鋼面

屋外亜鉛めっき鋼面

屋外コンクリート面

屋外押出成形セメント板面

屋外鉄鋼面

屋外亜鉛めっき鋼面

屋外コンクリート面

屋外押出成形セメント板面

屋内木部

屋内鉄鋼面

屋内亜鉛めっき鋼面

コンクリート面

モルタル面・プラスター面

せっこうボード面

その他ボード面

コンクリート面

モルタル面・プラスター面

せっこうボード面

その他ボード面

下地

調整

RA種

RB種

RC種

屋内のコンクリート

面・モルタル面

プラスター面・せっ

こうボード面等

木部

木部

コンクリート面

押出成形セメント板面

モルタル面

ALCパネル面

※B種　・A種

※B種　・A種

・

・

・A種　・B種

・A種　・B種

※B種　

※B種　

※B種　・A種

※B種　・A種

・

・

・A種　・B種

・A種　・B種

※B種　

※B種　

※B種　

※B種　

　A種

　C-3種

・A種　※B種

・

・

・

・

・

・

・

・

・A種　※B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

※A種　

・A種　・B種

・A種　・B種

　A種

　A種

※B種　・A種

※B種　・A種

　A種

　A種

・A種　・B種

・A種　・B種

　A種

　A種

・A種　・B種

・A種　・B種

※B種　・A種

※B種　・A種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　・B種

・A種　※B種

・行う

・行う

・行う

７

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※A種　・ 

※B種　・ 

※A種　・ ※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※B種　・ 

※RB種　・ 

※RB種　・ 

※RB種　・ 

※RB種　・ 

※RB種　・ 

※RB種　・ 

※RB種　・ 

※C種　・ 

※C種　・ 

※C種　・ 

※C種　・ 

※C種　・ 

　　塗料の種類　※1種　・ 

［7.4.1～7.14.2］［表7.4.1～7.14.1］

　　分析方法

　　分析結果については,監督職員に報告すること

アスベスト粉じん濃度測定 ［9.1.1］

　・行う（測定箇所　　※図示）　　

　　測定時期、場所及び測定点数

適用
測定

測定1

測定時期

測定2

測定3

測定4

測定5

測定6

測定7

測定8

測定場所
測定点数

処理作業前

処理作業中

処理作業後

（隔離シート

処理作業室内

施工区画周辺

又は敷地境界

各（　）点

計2点

各（　）点

4方向各1点

処理作業室内

負圧・除じん装置の排出

施工区画周辺

処理作業室内

セキュリティーゾーン

入口

口（処理作業室外の場合）

　　測定方法

測定3 測定1,4,5,7

（作業環境）

・

・

・

・

・

・

・

・

メンブレンフィルターの

試料の吸引流量　（L/分）

試料の吸引時間　　（分）

測定2,6,8

4725

　　 （1）除去するアスベスト含有建材の種類

　　 （2）測定点の位置の図面

　　 （3）測定日時、天候、気流

　　 （4）試料採取条件

　　 （5）標本作製方法

　　 （6）使用顕微鏡の種類（開口数を含む）

　　 （7）計数条件（HSEテストスライドの読取りグループ番号を含む）

［9.1.3］

　除去対象範囲　　※図示

　除去したアスベスト含有吹付け材等の処理

　　※密封処理（二重袋梱包）

　　・セメント固化

アスベスト含有保温材等の除去（レベル2）　　・行う ［9.1.4］

　除去対象範囲　　※図示

　作業場の隔離　　・行う　　・行わない

アスベスト含有成形板の除去（レベル3）　　　・行う ［9.1.5］

　除去対象範囲　　※図示

名称 （各処理作業室ごと）

撤去前）

又は敷地境界

施工区画周辺

又は敷地境界

各1点

各1点

各（　）点

4方向各1点

備　考

空気の流れ

を確認

除じん装置

の性能確認

　　  （1）施工区画とは、処理作業室、セキュリティーゾーン、廃棄物置場、資材置場等を

　　　 　  含む本処理工事に直接又は間接的に係る区画、施工区画周辺とは、その区画境界の

　　　 　  超えるような場合は，監督職員と協議する。

　　　　種類

　　　測定機関は，都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

（室内環境） （大気環境）

　　　　　　　直径（mm）
25

　　測定記録項目

　　 （8）繊維数濃度（位相差顕微鏡法の場合は総繊維数濃度、位相差・分散顕微鏡法の場

　　 （9）定量限界

　　（10）その他

定量限界　　　　（本/L）

101 5

2405 120

0.3

50

0.5

　　　報告書の様式

　　　　・（社）日本作業環境測定協会発行「石綿分析結果報告書」

　　　　　※位相差顕微鏡法

　　　　　　　　試料採取フィルターを二分割し、一方を位相差顕微鏡法用として使用し、他

　　　　　・位相差､分散顕微鏡法

　　　　　　　保存しておく。

50

50 50計数視野数

　　　　　合はアスベスト繊維数濃度）

　　　 　  前後1m以内の範囲をいう。

　　  （2）処理作業室の面積が50m 以下の場合は2点､300m までは3点とする。300m を

　　　　　　　方はその結果が高い場合（10本/L以上）に行う位相差・分散顕微鏡法用に

　　　　JIS K 3850-1（空気中の繊維状粒子測定方法-第1部：光学顕微鏡法及び走査電子顕微

　　　鏡法）による。

　　　・ 

　　　　・ 

　除去工法　　　　※改修標仕9.1.3(b)(1)(ⅰ)～(ⅳ)による　　・ 

アスベスト含有吹付け材の除去（レベル1）　・行う

　　　※JIS A 1481-1（建材製品中のアスベスト含有率測定方法）による

アスベスト含有建材の１

処理工事

［9.1.1］９

　・行う（採取箇所　計1検体）　　

　　　事前調査箇所（R7年調査済み)

材料名 調査方法（1材料当たりの試料数）

※定性分析（※3　・　）　・定量分析（・3　・　）

※定性分析（※3　・　）　・定量分析（・3　・　）

※定性分析（※3　・　）　・定量分析（・3　・　）

　　調査方法

1 廊下・物置壁 吹付タイル 含有

　※石綿事前調査　石綿事前調査を実施し、事前調査結果報告書の提示を行なうこと。

※分析によるアスベスト含有の調査　

（事前調査、分析調査）

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月特記仕様書(3) -

A-03保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

８ １ 既存部分の撤去等

既存部分の処理 既存コンクリート面の目荒し２

［8.19.2］［8.20.2］［8.21.2］［8.22.2］［8.23.3］撤去範囲

［8.19.2］［8.20.2］［8.21.2］［8.22.2］［8.23.3］既存鉄筋コンクリート内の鉄筋の切断

［8.19.2］［8.20.2］［8.21.2］［8.22.2］［8.23.3］はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置

　適用範囲

　　※既存コンクリートとの打継ぎ面

　　※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材の充填部の接合面

　目荒しの範囲

　　・柱、梁面　打継ぎ面又は接合面全面の15～30％程度

　　・壁　　　　打継ぎ面又は接合面全面の10～15％程度

　目荒しの程度

　　※平均深さ2～5mm（最大7mm）程度の凹面を、全体にわたってつける。

10
　※図示　　・ 

　※図示　　・ 

　※露出部分は、錆止め塗料塗りを行う　　・ 

　　・ 

　　・ 

　　・ 

［8.21.2、3］

AutoCAD SHX Text
内装改修工事

AutoCAD SHX Text
塗装改修工事

AutoCAD SHX Text
環境配慮改修工事

AutoCAD SHX Text
耐震改修工事　共通事項

AutoCAD SHX Text
撤去工事



訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月配置図・付近見取図 S=1/500

A-04保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

至　河内磐船駅

シルバー人材センター

バス停留所

JR片町線

至　河内磐船駅→

植栽

植栽植栽 植栽

植栽植栽植栽

噴水

こどもゆうゆうセンター

正門

植栽

フェンス

植栽

JR敷地境界

JR河内磐船駅

今回工事場所 大阪府交野市天野が原町５丁目５－１

川辺ちびっこ広場

中川辺ちびっこ広場

天野が原東ちびっこ広場

磐船駅北1号公園

N

植栽

植栽

植栽植栽

植栽植栽

植栽

井戸

N

配置図  S=1/500

附近見取図  S=1/4000

保健福祉総合センター

S=1/4000

AutoCAD SHX Text
屋根付き駐輪場

AutoCAD SHX Text
屋根付き駐輪場

AutoCAD SHX Text
屋根付き駐輪場

AutoCAD SHX Text
屋根付き駐輪場

AutoCAD SHX Text
コンクリート舗装

AutoCAD SHX Text
コンクリート舗装



訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月全体平面図 S=1/300

A-05保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

ギャラリー

喫茶・食堂

事務室

WC WC

WC

WC

ふれあいホール

ピロティー

待合ロビー

受付

休日診療室

倉庫

倉庫

EV
EV

EV

玄関

風除室

Ｎ

廊下

は、工事範囲を示す。

全体平面図 S=1/300

6500 3000 8000 270 6000 8000 7000 7000 7000 7000 7000 7000

73770

6
1
0
0

5
7
0
0

5
7
0
0

5
3
0
0

5
7
0
0

2
8
5
0
0

6
0
0
0

7
5
0
0

7
0
0
0

8
0
0
0

2
8
5
0
0

現ファミサポ(家具・看板等移設)



訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月仕上表(改修前・改修後) -

A-06保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

事務室

室　名 床 巾　木 壁 天　井

塩ビシート貼り

内部仕上表

天井高

2600 ソフト巾木H60 LGS下地+化粧PBt9.5

相談室

物置

2500

2600

塩ビシート貼り

塩ビシート貼り

ソフト巾木H60

ソフト巾木H60

CON壁+LGS下地+PBt12.5+ビニールクロス貼

PS部:LGS下地+PBt12.5+吹付タイル

LGS下地+化粧PBt9.5

LGS下地+PB9＋岩綿吸音板t15

CON壁+LGS下地+PBt12.5+ビニールクロス貼

CON壁+PBt12.5(GL工法) +ビニールクロス貼

一般部:CON壁+モルタルt20+吹付タイル

備　考

改修前

改修後

改修前

改修後

改修前

改修後

事務スペース 2600

2500

2600

塩ビシート張替

塩ビシート張替

床ソフトマット敷

ソフト巾木H60

ソフト巾木H60

ソフト巾木H60

ビニールクロス(不燃)全面張替

ビニールクロス(不燃)全面張替

一般部:塗装撤去、モルタル下地調整+ビニールクロス(不燃)
PS部:PBt12.5+吹付タイル撤去、PB12.5新設+ビニールクロス(不燃)貼

化粧PBt9.5撤去、ロックウール化粧吸音板t9.5

化粧PBt9.5撤去、ロックウール化粧吸音板t9.5

化粧PBt9.5撤去、ロックウール化粧吸音板t9.5

保育スペース

事務スペース

保育スペース

保育スペース

ロビー(一部) 2600 塩ビシート貼り ソフト巾木H60 一般部:CON壁+モルタルt20+吹付タイル改修前

改修後 2600 ソフト巾木H60 塗装撤去、モルタル下地調整+ビニールクロス(不燃) 化粧PBt9.5撤去、ロックウール化粧吸音板t9.5保育スペース

既設塩ビシート存置の上

床ソフトマット敷
既設塩ビシート存置の上

床ソフトマット敷
既設塩ビシート存置の上

2500 ソフト巾木H60 ビニールクロス(不燃)全面張替、壁クッションt50設置 化粧PBt9.5撤去、ロックウール化粧吸音板t9.5

2600
床ソフトマット敷

既設塩ビシート存置の上 ソフト巾木H60 ビニールクロス(不燃)全面張替、壁クッションt50設置 化粧PBt9.5撤去、ロックウール化粧吸音板t9.5

ミニキッチン、手洗い新設   ロールスクリーン新設

ブラインド新設　

ベビーカー固定用金物設置LGS下地+PB9＋岩綿吸音板t15



2600 3000 3900 4000

13500

排煙オペレーター

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月平面図(改修前) S=1/50

A-07保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

N

平面図(改修前) S=1/50

5
0
0
0

ＯＡピット:存置

ＯＡピット:存置

パーテーション:撤去

ガラスブロック:撤去

AD

AD

4

4

スライドパネル(折れ扉タイプ）

１
WD

Ｏ
Ａ
ピ
ッ
ト
:
存
置

Ｏ
Ａ
ピ
ッ
ト
:
存
置

EP:撤去
（樹脂製ダクト）

EP:存置
（樹脂製ダクト）

既設アルミ建具:存置 既設アルミ建具:存置 既設ガラスブロック:存置

既設アルミ建具
:存置

アルミ建具:撤去

上部排煙窓:存置

既設アルミ建具
:下部建具撤去

壁①L2800撤去

壁②L1540撤去

壁②L1500撤去

名称

壁② CONt120+LGS100+PB12.5

壁① CONt120+PB12.5GL工法

パーテーション

ガラスブロック

1
WD

4
AD

撤去番号

撤-1

撤-2

撤-3

撤-4

撤-5

撤-6

撤-1

撤-2

撤-3

撤-4

撤-5

撤-6

撤-2

撤去箇所

相談コーナー

事務室

物置

１
PT

AD
1 AD

2
AW
1

GB
2

GB
1

AD
3

ロビー

廊下

PB12.5撤去 L3.13m

既設RC壁撤去部は鉄筋露出部に錆止め処理、仕上げに関わる部分に左官補修

既設2段手すり、下部クッションL500撤去

PB12.5撤去 L0.4m

PB12.5撤去 L0.4m

を行うこと。



2600 3000 3900 4000

13500

排煙オペレーター

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月平面図(改修後) S=1/50

A-08保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

N

平面図(改修後) S=1/50

5
0
0
0

冷ミニキッチン
W1050×D500×H1900棚⑥ 棚⑦

棚④

棚
③

棚
⑤

棚②

W1800×D600×H900W1300×D600×H900

W1800×D450×H1200

W
7
0
0
×
D
4
5
0

H
1
2
0
0

W850×D300
H1200

W
1
8
0
0
×
D
4
5
0
×
H
1
2
0
0

棚①
W1800×D300×H1200

手
洗
い

8
6
0

6
9
5

事務スペース

保育スペース約23.5㎡
（斜線範囲:床ソフトマット敷設    ）

2
7
5
8

新設

新
設

アルミ引き戸:改修

新設壁L2.41m

壁クッション

壁クッション

壁クッション

既設アルミ建具 既設アルミ建具 既設ガラスブロック

既設アルミ建具

名称

ミニキッチンW1050タイプ

手洗いW450×W450

壁クッションt50

床ソフトマットt50

詳細番号

新設壁 D-1

D-2

D-3

D-5

D-6

D-1

D-2

D-2

D-2

D-3

D-5

新設棚ⒶⒷ,新設扉②

A

A'

B'

B

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ 展開方向

ロビー

廊下

廊下

消火栓

消火栓

消

AD
1 AD

2 AW
1

GB
2

AD

AD
5

3

900

740

扉①

扉②
スロープ D-4

バリアフリースロープ D-4

バリアフリー

D-6

LGS65型＋PB12.5新設 L3.13m

既設RC壁撤去部は鉄筋露出部に錆止め処理を行い、下地調整の上、周囲仕上げと

同様の仕様にて補修すること。

新設棚Ⓐ
W1300×D600×H900

新設棚Ⓑ
W1100×D600×H900

点線:移設家具　①～⑦

D-7

D-8

壁クッション

D-2

600600300

ベビーカー設置用金物3ケ

壁付扇風機移設設置

アルミ製看板移設

チラシ入れ移設

W450×H450

W850×H700

手洗いサイド仕切り壁新設

1
5
0

PB12.5新設 L0.4m PB12.5新設 L0.4m



訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月断面図(改修前・改修後) S=1/100

A-09保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

構造図(改修前) S=1/100

構造図(改修後) S=1/100

A-A'断面図(改修前) S=1/100

2600 3000 3900 4000

13500

C
H
2
6
0
0

相談コーナー 事務室物置

C
H
2
5
0
0

C
H
2
6
0
0

1
2
7
0

3
9
0
0

廊下 2
6
0
0

3
0

外部

C

5000

2

B-B'断面図(改修前) S=1/100

1
2
7
0

3
9
0
0

2
6
0
0

3
0

廊下外部 事務室

C
H
2
6
0
0

▽1SL

▽2SL

▽1SL

▽2SL

A-A'断面図(改修後) S=1/100

2600 3000 3900 4000

13500

C
H
2
6
0
0

保育スペース 事務スペース

C
H
2
5
0
0

C
H
2
6
0
0

1
2
7
0

3
9
0
0

廊下 2
6
0
0

3
0

外部

C

5000

2

B-B'断面図(改修後) S=1/100

1
2
7
0

3
9
0
0

2
6
0
0

3
0

廊下外部 事務スペース

C
H
2
6
0
0

▽1SL

▽2SL

▽1SL

▽2SL



2600 3000 3900 4000

13500

5
0
0
0F-1

F-2

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月床伏図・天井伏図(改修前・改修後) S=1/100

A-10保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

床伏図(改修後) S=1/100

F-2

F-1

記号 仕様

塩ビシート張り

床ソフトマットt50

床伏図(改修後) S=1/100

床伏図(改修前) S=1/100

天井伏図(改修後) S=1/100

天井伏図(改修前) S=1/100

2600 3000 3900 4000

13500

5
0
0
0

床伏図(改修前) S=1/100

既F-1

記号 仕様

塩ビシート張

N N
NN

2600 3000 3900 4000

13500

5
0
0
0

天井伏図(改修後) S=1/100

2600 3000 3900 4000

13500

5
0
0
0

天井伏図(改修前) S=1/100

C-1 ロックウール化粧吸音板t9.5

既C-1

記号 仕様

化粧PBt9.5撤去

C-1

既C-1
既C-1

既C-2

既C-2

CH2600

CH2500 CH2600

既設塩ビシート撤去の上、塩ビシート新設

改修内容

(既設塩ビシート存置)

記号 仕様 改修内容

既F-1

LGS下地存置、既設化粧PBt9.5撤去の上、
ロックウール化粧吸音板t9.5新設

点検口

点検口

アルミ製450角点検口撤去

既設450角点検口撤去の上、450角点検口新設アルミ製450角点検口

点検口

点検口点検口

点検口

点検口

点検口

点検口点検口

天井材の設備用開口は建築工事にて施工すること。

既設OAピット

既設OAピット

既設RC壁撤去部床は鉄筋露出部に錆止め処理 下地調整の上 塩ビシート新設とする。

撤去箇所

土間下配管工事(機械設備工事)に伴い床撤去

均しモルタルt20
CONスラブt150

軽量コンクリートt60

床復旧

既C-2 PBt9＋岩綿吸音板t15撤去

軽量鉄骨天井下地撤去

,均しモルタルt20,軽量CONt60CONスラブt150
軽量鉄骨天井下地 軽量鉄骨天井下地新設

ブラインド設置

ロールスクリーン設置

C-2

C-2 PBt9＋岩綿吸音板t15
天井内給水管接続工事(機械設備工事)に伴う改修
LGS下地存置、既設PBt9＋岩綿吸音板t15撤去の上、
PBt9＋岩綿吸音板t15新設

既C-2

土間下配管工事(機械設備工事)に伴い床復旧

給水管接続工事

(機械設備工事)

に伴い天井復旧

給水管接続工事

(機械設備工事)

に伴い天井撤去



訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月展開図(1) S=1/50

A-11保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

C
H
2
6
0
0

事務スペース

C
H
2
5
0
0

廊下 2
6
0
0

▽1FL

事務・保育スペース-A

5000

2
6
0
0

廊下 事務スペースC
H
2
6
0
0

▽1FL

事務スペース-B

AD

1

AD

2

排煙窓 排煙窓
排煙窓 排煙窓

1
AW

AD

3

冷蔵庫

5000

廊下 保育スペース

C
H
2
6
0
0

保育スペース-B

手洗い

2
6
0
0

▽1FL

13500

C
H
2
6
0
0

保育スペース 事務スペース

C
H
2
5
0
0

C
H
2
6
0
0

廊下 2
6
0
0

外部

▽1FL

事務・保育スペース-A

10900



13500

C
H
2
6
0
0

保育スペース事務スペース

C
H
2
5
0
0

C
H
2
6
0
0

廊下 外部

事務・保育スペース-C

2
6
0
0

5000

2
6
0
0

廊下外部 保育スペース C
H
2
6
0
0

▽1FL

保育スペース-D

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月展開図(2) S=1/50

A-12保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

排煙窓 排煙窓 排煙窓

AD

5

冷蔵庫

キッチン

手洗い

▽1FL

2
6
0
0

▽1FL

2600

ロビー

600 300600

ベビーカー設置用
金物 3ケ



訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月建具表 S=1/50

A-13保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

アルミカラ―　片開き扉（2連）

AD

4

WD

1符号・数量

姿　図

位　置　

仕上げ・仕様

備　考

硝　子

金　物

1 1

透明 透明

透明ガラス　5.0m/m

附属金物一式

丁番　ドアチェック　レバーハンドル　シリンダー錠

事務室～相談コーナー

片開き扉（2連）:撤去

アルミパネル

アルミパネル アルミパネル

天井面

アルミパネル

相談コーナー間仕切り

樹脂パネル

附属金物一式

樹脂パネル 樹脂パネル 樹脂パネル樹脂パネル

樹脂パネル 樹脂パネル 樹脂パネル 樹脂パネル

アルミ（塩ビシート貼り）　4枚折れ扉タイプ

4枚折れ扉タイプ:撤去

吊金物

OPEN OPEN

開口部補強材 [-100×50×5×7.5（４方枠）ニチベイ（シャレード）・タチカワ同等品

2
5
0
0

4
0
0

1
0
0

2
0
0
0

800 100 800

2
5
0
0

2800

排煙窓 排煙窓 排煙窓

GB

1

2700

6
6
0

8
0

1
8
0
0

GB

1 ガラスブロック:撤去、上部排煙窓付:存置

物置・ロビー

ガラスブロック

アルミ

符号・数量

姿　図

位　置　

仕上げ・仕様

備　考

硝　子

金　物

1

排煙窓 排煙窓 排煙窓

AD

5

2700

6
6
0

8
0

1
8
0
0

AD

5 4枚引き違い:新設、上部排煙窓付:既設

保育スペース

複層ガラス（FL5+A12+FL5）

アルミ

存置

撤去

SUS可動網戸設置(引き違い戸部)

AD

1

排煙窓 排煙窓

FIX

FIX

既設
排煙オペレーター

型板 型板

型板 型板

透明 透明

相談コーナー（2）出入り口

型板ガラス　6.0m/m

透明ガラス　5.0m/m

附属金物一式

排煙窓は既設オペレターに接続済

把手　レール　シリンダー錠

片引き扉（FIX窓付）・外倒し排煙窓

アルミカラ―　片引き扉（FIX窓付）・外倒し排煙窓

2
4
5
0

1750

3
7
0

8
0

2
0
0
0

PT

1 パーテーション:撤去

2
1
5
0

1 1 1

OPEN OPEN OPEN

2
6
0
0

2400

物置・ロビー

アルミ

排煙窓 排煙窓

FIX

FIX

既設
排煙オペレーター

型板 型板

型板 型板

透明 透明

保育スペース

型板ガラス　6.0m/m

透明ガラス　5.0m/m

附属金物一式

廊下側壁に引き戸レール取付　【アウトセット】

把手　レール　シリンダー錠

アルミカラ―　片引き扉（FIX窓付）

2
4
5
0

2000
3
7
0

8
0

2
0
0
0

有効900

AD

1 片引き扉（FIX窓付）・外倒し排煙窓

附属金物一式

内側:飛散防止フィルム(上部:透明　下部:半透明)

存置

新設

クレセント錠（FL+1500）

鉄骨鴨居口60共撤去

存置

撤去

存置

新設

SUS固定網戸設置(排煙部)



訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月部分詳細図(1) S=1/30,20,5

A-14保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

D-1 D-2新設壁 壁クッションt50 床ソフトマットt50D-3

ミニキッチンW1050タイプD-5 手洗いW400×W400D-6

400

4
0
0

5
0
0

400

400

400

平面図 断面図

正面図 側面図

特記仕様 ㈱ムーブル/幼児用マルチシンクvivi AIKSG400-H500同等品

1
0
0

2
6
0

4
0

70 260 70

1
0
0

3
1
0

9
0

5
0
0

1
0
0

3
1
0

9
0

5
0
0

1
0
0

3
1
0

9
0

塗装

GB-F 12.5 J工法

LGS65@300 千鳥配置

GB-F 12.5

△天井

(天井まで)

充填材

寒冷紗パテしごき

12.5

75

クロス貼

GB-F 12.5 J工法

GB-F 12.5

△天井

(天井まで)

充填材

寒冷紗パテしごき

ロビー保育室

特記仕様

12.5

12.5

12.5

TLD-51 認定番号FP060NP-0483(2)

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 50
24Kg/m3

125

特記仕様 特記仕様

特記仕様

560

5
0

4
0
0

400 160

特記仕様

特記仕様

※

造作カウンター　天板・前板:人工大理石/ホワイト

洗面カウンター

ボウル

給水金具

排水金具

裏合板

特記事項

人工大理石/ホワイト 給水金具取り付け開口1ヶ所φ26

人工大理石/ホワイト   オーバーフローなし

TOTO:TL106AQR幼児レバー立水栓　1ヶ所

φ32(床)樹脂製ジャバラホース

合板12t　全面貼

キャビネット本体・巾木:パイン集成材

キャビネット背板:ポリ合板2.5t

扉:(パイン集成材)/扉下部▲手掛かり

5
0
0

400

1
0
0

3
1
0

9
0

平面図 正面図

160

手洗い

※寸法は現調のこと

※

㈱ムーブル/幼児用マルチシンクvivi AIKSG400-H500仕様

正面板:パイン集成材

手洗い

S=1/5 S=1/5 S=1/5

S=1/30 S=1/20

9 30

50

1

ウレタンフォームt10

ビニールレザーt1(不燃)

ウレタンチップt30

合板(F☆☆☆☆)t9

9
0
0
～
1
2
0
0

石井化成工業㈱/ホットガードNM(屋内用) HG-NMt50 同等品

10

マジックテープ(B面)幅50mm @250

石井化成工業㈱/下敷きクッションマット US-90

 抗菌防炎レザー

1085

3
0
0

石井化成工業㈱/バリアフリースロープBFS 同等品

S=1/5,20バリアフリースロープD-4

※

※寸法は現調のこと

ホワイト
ホワイト

ホワイト
ホワイト
ホワイト

ホワイト

１０
１１

６ 食器　側板

７
８

９ ポリエチレンコーティングミズキリ棚

照明器具

サイドパネルＢ　２

　３ 天　　板
　４ バックパネル
　５ 幕　　板

ホワイト
ホワイト

　１ サイドパネルＡ
Ｎｏ 名　　　称 仕　　　　　　様 色

ホワイト

食器　固定棚板

両面低圧メラミン化粧パーチ

両面低圧メラミン化粧パーチ
両面低圧メラミン化粧パーチ

（ＶＰ４０管接続可能）
ホワイト

排水栓セット１３

１４ 側板（シンク側）

ゴミ収納器付、ジャバラホース付

ホワイト側板（コンロ側）１５
両面低圧メラミン化粧パーチ

内面：化粧フネン板ｔ３.０(ﾉﾝｱｽ)

内面：化粧フネン板ｔ３.０(ﾉﾝｱｽ)
内面：化粧フネン板ｔ３.０(ﾉﾝｱｽ)
内面：化粧フネン板ｔ３.０(ﾉﾝｱｽ)

両面低圧メラミン化粧パーチ

外面：低圧メラミン化粧パーチ

外面：低圧メラミン化粧パーチ

ワークトップ ステンレス製

ウシロ補強
トビラ ホワイト

フロントパネル

底　　板
ケコミ
点検フタ

ホワイト

ホワイト

包丁差し付
ホワイト取っ手：樹脂製

１７
１８
１９

２０
２１
２２

スイッチ
ジョイントボックス一次電源接続用

２３
２４
２５

フロントカバー 硬質塩化ビニール
両面テープ付

ホワイト

ジョイナー 硬質塩化ビニール ホワイト
硬質塩化ビニール ホワイトマクイタカバー

２６

２７
２８

ホワイト

ホワイト

両面低圧メラミン化粧パーチ
パーチ
両面低圧メラミン化粧パーチ

両面低圧メラミン化粧パーチ
両面低圧メラミン化粧パーチ

両面低圧メラミン化粧パーチ ホワイト
カラー合板　ｔ２.５

照明用スイッチ＋ブランクチップ特注
点検フタ受け

シーリングプレート

ダウンライト
（１００Ｖ ＬＥＤ）

Ｋ１８０２（ＫＶＫ製）シングルレバー単水栓

Ｂ

（フロントカバー取付後の寸法　１０５３）

1

14

15

24

2

28

10

1
8

1
0
3
2

5
9
5

4
3
7

1
6
5

1
9
0
0

1050

5
2
1

8
5
0

1
6
4

305

1
0
0

固
1
9
3
5

（フロントカバー取付後の寸法　５０２）

5

3

4

6

7

13

22

20

19

17

以降接続設備工事

18

9

500

1
8

5
9
5

18
12

210 290

250

排
4
7
4

4

23

一
7
7
0

（
注
意
欄
 を

参
照
）

底板Φ９０排水穴有り
21

260 8

キッチン固定用下地
（建築工事）

11

Ａ Ａ400

115

5
4

44

5
0
0 2
9
0

259

一次電源接続位置
１００Ｖ　１５Ａ

25

天井幕板特注 ホワイト２９ カラー合板２方向

31 490

(
7
0
0
) 上

部

ユ

ニ

ッ

ト

下

部

ユ

ニ

ッ

ト

一次電源接続・取付(電気設備工事)、給排水管の接続・取付(機械設備工事) 

一次電源コードの長さは一次電源接続位置より300mm以上延ばすこと。 

Repeat/ミニキッチン「ミニ」同等品

1050 平面図

正面図 断面図
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ウレタンフォームt10

ビニールレザーt1(不燃)

ウレタンチップt30

合板(F☆☆☆☆)t9
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ウレタンフォームt10

ビニールレザーt1(不燃)

ウレタンチップt10

合板(F☆☆☆☆)t9

断面図

断面図

平面図 1/20
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訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月部分詳細図(2) S=1/50,30

A-15保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

D-7 S=1/30新設棚Ⓐ W1100×D600×H900
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9
0
0

1100

9
0
0

600

特記仕様

平面図

正面図 断面図
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1300

9
0
0

1300

9
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0

600

ダボレール

平面図

正面図 断面図

ダボレール

特記仕様

新設棚Ⓑ W1300×D600×H900D-7 S=1/30

特記仕様

移設家具(棚・扉)D-8

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

転倒防止金具

2
5

2
5

2
5

2
5

9
0
0

1300

転倒防止金具設置

2
5

高さ調整用木板

棚⑥

9
0
0

1800

転倒防止金具設置

2
5

高さ調整用木板

棚⑦

1
2
0
0

850

2
5

高さ調整用木板

棚②

1
2
0
0

1800

2
5

高さ調整用木板

棚①

1
2
0
0

700

2
5

高さ調整用木板

棚③

1
2
0
0

1800

高さ調整用木板

棚④・⑤

2
5

S=1/50

棚①

高さ調整用木板高さ調整用木板t25

棚②

棚③

棚④

棚⑤

棚⑥

棚⑦

名称 サイズ

W1800×D300×H1200

W 850×D300×H1200

W 700×D450×H1200

W1800×D450×H1200

W1800×D450×H1200

W1300×D600×H 900

W1800×D600×H 900

固定方法

床

床

床

下地：シナ合板t24    下地処理：パテ処理＋研磨

9
0
0

740

1
2
0
0

695

扉②扉①

壁

壁

床

床

 仕上：ウレタン樹脂塗装 　カラー：ホワイト(外)黄色(中)

ダボレール/転倒防止用金具2ケ(壁)/高さ調整用木板t25

下地：シナ合板t24      下地処理：パテ処理＋研磨

 仕上：ウレタン樹脂塗装 　カラー：ホワイト(外)黄色(中)

ダボレール/転倒防止用金具2ケ(壁)/高さ調整用木板t25

下地処理の上、ウレタン樹脂塗装　カラー:ホワイト(外)黄色(中)

転倒防止用金具(数量は表による)/高さ調整用木板t25

固定数

3

3

3

3

2

2

2

改修内容

塗装

塗装

塗装

塗装

塗装

塗装

塗装

扉①

扉②

W695×H1200

W740×H 900

塗装

撤去

※開き勝手変更
丁番・スライドラッチ
撤去、新設

※開き勝手変更,袖壁新設

-

150

180

扉袖壁部新設
※寸法は現調のこと

棚①⑦Ⓐについて、計8か所の延長コード配線用穴あけを行う。 

位置、サイズについては監督員と協議すること。

740

新設扉②

D-7 S=1/30新設扉② W740×H1200

特記仕様 扉　：シナ合板t24　柱：50角材  下地処理：パテ処理＋研磨

 仕上：ウレタン樹脂塗装 　カラー：ホワイト

金物：丁番・スライドラッチ

※既設扉①と同等の仕様とすること

1
2
0
0



※設備機材等

※機材の品質・性能証明

※現場代理人

※官公署への手続き

※監督職員事務所

【工事概要】

　１　工事場所

　２　建物概要

　３　工事科目

建物名称

　工事科目

 　電灯設備

　 動力設備

　 受変電設備

　 雷保護設備

　 発電設備

　 構内情報通信網設備

　 構内交換設備

　 情報表示設備

　 映像・音響設備

　　防災無線

　 テレビ共同受信設備

　 監視カメラ設備

　 駐車場管制設備

　 防犯・入退室管理設備

　 自動火災報知設備

　 中央監視制御設備

●

●

○

○

○

○

●

○

○

●

○

○

○

○

○

○

●印をついたものを適用し、各一式とする。　　　

項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項章

　本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するものまたは、これらと同等のものとする。

　ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

　　　　項目及び特記事項は、●印をついたものを本工事に適用する。ただし、●印のない場合は、※印を適用する。

　２　特記事項

　　２）工事種目に機械設備工事及び建築工事を含む場合、その仕様は当該図面及び標準仕様書による。

　１　一般事項

【特記事項】

　 医療関係設備

　 撤去工事

　 電波障害調査

　 構内通信線路

　 構内配電線路

●

　 電力貯蔵設備

建　物　名 構　　　造 階　　　数 延床面積（ｍ2 ） 備　　　考消防法令別表第一

ができる。

　ただし、標準仕様書に規定される製作図・試験成績書等は除く。

第４節１．４．２（ｂ）の品質及び性能を有することの証明となる資料の提出を省略すること

機材等評価名簿（最新版）」による場合は、評価書の写しをもって、標準仕様書第１編第１章

　使用する機材が、（財）公共建築協会発行の「建築材料・設備機材等品質性能評価事業　設備

構内につくることが　※できる　　○できない

※設置しない　　　　　○設置する　（○本工事　　○別途工事）

下記の図書を監督職員事務所に備え付ける。

　・公共建築工事標準仕様書(電気設備工事編)　　・公共建築設備工事標準図(電気設備工事編)

　・電気設備工事監理指針　　　　　　　　　　　・電気設備工事施工チェックシート

　　　　　　　　　　　　　　○ＰＣＢ使用機器　　○ＳＦ６ガス使用機器　　○

　・公共建築改修工事標準仕様書(電気設備工事編)

　　　　　　　　　　　　　○特別管理産業廃棄物

　　　　　　　　　　　　　○再生資源利用を図るもの【　　　　　　　　　　　　　　　　】

　　　　　　　　　　　　　○引き渡しを要するもの　【　　　　　　　　　　　　　　　　】

　現場説明書による。

　計画書等の作成・提出

○建設発生土処分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　○構外搬出適切処理

　　　　　　　　　　　　　○構内指示場所に敷き均し

右記のほか、

　現場説明書による。

官公署等への手続きは速やかに行い、それに要する費用は、すべて受注者の負担とする。

関係者・受注者が定置したものは、無償で使用できる。

　・建築設備耐震設計施工指針　　　　　　　　　・工事写真の撮り方(最新版)-建築設備編-

　建設発生土の処理

　備え付ける図書

耐震安全性の分類

○甲　●乙

※建設副産物の処理及び

※電気工事士

※工事用電力・水その他

※工事用仮設物

※足場・作業構台

※監督職員事務所に

　　　　　　　　　　　　　○構外指定地に搬出処理　　※(一財)城陽山城砂利採取地整備公社

　本工事の施工に当たっては、現場代理人は、主任技術者又は監理技術者と同様、

受注者との直接的かつ恒常的な雇用関係のある者を選任する。

契約電力５００ｋＷ以上の場合も、第１種電気工事士による施工を行う。

　　　　　　　　　　　　　　建設副産物において、発生量の多少に係わらず、建設リサイクル報告様式（計画書・実施書）

を国土交通省が発行するEXCEL形式※により作成し、提出すること。

　　　　　　　　　※成形板の製造年等の確認　○Ｘ線解析法　　確認範囲

○アスベスト成形板の処理等

　　施工調査　　　　　　　　　　アスベスト成形板の撤去に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項

　　　　　　　　　について行う。調査結果は図面により記録し監督職員に提出する。

　　　　　　　　　・アスベスト成形板使用部位の確認

　　　　　　　　　・アスベスト成形板の種別、厚さ等の確認

　　　　　　　　　・アスベスト成形板使用数量の確認

　　　　　　　　　・施工範囲等の確認

残りの１部については監督職員に提出すること。

建設リサイクル報告様式（計画書・実施書）は２部作成するものとし、１部は受注者が自社で

工事完成後１年間保管し、

　　処理方法　　　　　　　　　※非飛散性アスベスト廃棄物の取扱いに関する技術指針」に従いあらかじめ

　　　　　　　　　　処理計画書を作成し、適切に解体処分等を行うこと。

ＲＣ造

※付属品及び予備品

※著作権等

委譲するものとする。

　当該建物において取得する、施工図等の著作権に係わる当該建物に限る使用権は、発注者に

標準仕様書によるほか、別表１による。

３）デジタルカメラで撮影可とする。

部　数大きさ名　　　称

●完成図

●施工図

●機器完成図等

保守指導案内書（機器取説書を含む）

機器性能試験成績書・保証書・施工の試験成績書

●諸官庁提出書類 副　　本

●完成写真

機器製作図　　　　　　　　　　　　ファイル止め

建築特記による

Ａ４版

建築特記による

建築特記による

２　部

１  式

建築特記による

内　　　　　　容

電子納品については、現場説明書による。

建築特記による

２）工事完成時、整理の上、１部提出する。

１）国土交通省大臣官房官庁営繕部監修｢工事写真の撮り方（最新版）－建築設備編－｣による。

※履行報告

※工事写真

※完成図書

月報　※２部　○３部　　毎月末に〆め、翌月の５日までに提出する。

●耐震施工

○特定の施設
設  置  場  所

○一般の施設

上層階、屋上及び塔屋

中　　　 間 　　　階

１ 階 及 び 地 下 階

設  置  場  所
水　　槽

○特定の施設

水　　槽

○一般の施設

上層階、屋上及び塔屋

中　　　 間 　　　階

１ 階 及 び 地 下 階

２）下記の設計用水平震度（ＫＨ）により、機器製作固定を行う。

2 .0 1 .5

1 .5 1 .0

1 .5 1 .0

１）設備機器の固定は、国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修の

重要機器 一般機器 重要機器 一般機器

　「建築設備耐震設計・施工指針２０１４年版」による。

注１　耐震安全性の分類が甲類の建物は特定の施設、乙類の建物は一般の施設を適用する。

注２　屋外に設置する機器は、建物の耐震安全性の分類に準じる。ただし、敷地内に甲類の建物

　　　と乙類の建物が混在する場合は、特定の施設を適用する。

　　　　○配電盤　　　　○直流電源装置　　　○自家発電装置　　　○交換機

注３　（　　）内の数値は、防震支持の機器の場合に適用する。

注４　設計用鉛直震度は、設計用水平震度の１／２とする。

注５　上層階の定義は、６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上階２階。

注６　重要機器（水槽類）は、下記による。（水槽類にはオイルタンク等を含む。）

アンカーボルト及びナットは、下記による。アンカーボルト

接　続 電動機への接続は、本工事とする。

盤その他機器類について図示した寸法は、約寸法とする。

水平高低調整式（空転防止リング付、ＯＡフロアー部分を除く）とする。

その他

和　室

天井内まで立上げる。ケーブルラックの防火貫通部に（51）を１本以上立上げる。

　分電盤の予備の配線用遮断器が４個以下の場合（25）を１本、５個以上の場合（25）を２本

建築基準法に基づき定められた風速及び地表面粗度区分

　建築基準法施行令第８７条に定めるところによる風圧力（耐風力）検討（計算）書を監督職

員に提出する。なお、検討（計算）範囲には、それぞれの取付部分を含めるものとする。

　○受雷部システム及び引下げ導線システム　　　　　○太陽光発電装置　　○風力発電装置

　○テレビ共同受信用アンテナ及びアンテナマスト　　○

１）特記なきものは、ＥＭ－ＩＥとする。

　　まない材料で構成されたものとし、次の記号及び仕様による。

２）ＥＭ電線、ＥＭケーブルで標準仕様書に規格等の記載のないものは、ハロゲン及び鉛を含

ＪＣＳ４５０２（６００Ｖアクセスフロア用耐燃性ポリエ

チレンシースケーブル）による６００Ｖアクセスフロア用

ポリエチレン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル（

ＥＭ－ＥＥ）及び６００Ｖアクセスフロア用架橋ポリエチ

レン絶縁耐燃性ポリエチレンシースケーブル（ＥＭ－ＣＥ）

ＪＣＳ４２７１に準じ、絶縁材及びシースにＪＣＳ規格に

よるＥＭケーブルの耐燃性ポリエチレンを用いたもの

ＥＭ－ＭＥＥＳ

ＥＭ－アクセスフロア

を示す。

３）長さ１ｍ以上の通線を行わない配管には、導入線（樹脂被覆鉄線等）を挿入する。

員の承諾を受けて変更することができる。

　分電盤、制御盤、端子盤等の２次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は監督職

最上階の埋込配管

を原則とする。

　最上階のスラブでモルタル防水及び樹脂防水の場合、埋込配管は避けるの

　　は、厚鋼電線管とする。

１）雨線外及び湿気の多い場所または水気のある場所に使用する露出電線管

　　　　　　とする。

電　 線　 管

２）スラブ厚の１／４を越える外径の配管及び（ＰＦ２２）又は（Ｅ３１）

　　相当を越えるものは、コンクリート埋設配管を行わない。

ＰＦ管で配管する場合は、合成樹脂製ボックスを使用する。

　・ベース

○フロアプレート

●フラッシュプレート

○風圧力に対する性能

○風圧力（耐風力）

●電線本数、管路等

●ボックス

　　　試験方法　引張試験機による引張試験とし、国土交通省大臣官房官庁営繕部の公共建築

　　　　　　　　改修工事標準仕様書（建築工事編）（平成２８年度版）「８．１２．５ 施工

　　　　　　　　確認試験」による。

　　　確認強度　監督職員との協議による。

下記の露出配管は塗装（指定色塗装）を行う。

寸　法

○砲金製　　○アルミ合金製

●電線類

●電線管

　Ｖｏ（○３０　○３２　○３４）　　地表面粗度区分（○　　○　　○　　○　）

○樹脂製　　　○金属製（○新金属製　○ステンレス製）

　取り外した上再使用する機器は、清掃し絶縁抵抗測定の上取付ける。なお照明器具等の見え

掛かり部分は、洗剤を使用するなどして、十分に清掃する。

屋外の盤類・開閉器箱

屋外のプルボックス

●再使用機器

１）既存のコンクリート床・壁等の配管貫通部の穴あけは、原則としてダイヤモンドカッター

　を使用する。

２）復旧はモルタル補修までとする。

　　下記の機器内配線及びケーブルには、ＥＭ電線及びＥＭケーブルを使用する。

　　ただし、高圧主回路配線はこの限りでない。

　○キュービクル式配電盤　　　○直流電源装置

　○交流無停電電源装置（ＵＰＳ）（簡易型を除く）

●機器内配線等

○低圧配電盤の裏面に負荷側引出し用端子を設ける。

○低圧配電盤の配線用遮断器は取付け板組込形で埋込形とする。○その他

○低圧配電盤に内部点検空間を設ける。（幅６００ｍｍ以上・高さ１，８００ｍｍ以上）

○付属品等

○本工事　　　○別途工事　　　○既設○基礎

　　盤内に予備限流ヒューズを収納する。

○警報盤による代表監視　　　　○中央監視制御装置による監視○監視方式

１）変圧器（スコット結線変圧器、モールド変圧器でＨ絶縁材料を使用するもの、一次電圧が

　低圧または特別高圧のものを除く。）は、グリーン購入法による特定調達品目の判断基準を

　満たすものとする。

２）ダイヤル温度計は、最高温度指針付とする。

○変圧器の規格　[グ]

○工事範囲 ○配管　　　○配線　　　○機器取付

高圧　　　　三相３線式　６ｋＶ

低圧　　　　○三相３線式２００Ｖ　　　　○単相３線式１００Ｖ／２００Ｖ

　　　　　　○三相３線式　　　Ｖ　　　　○三相４線式　　　Ｖ／　　　Ｖ

○電気方式

○配電盤形式 ○屋内キュービクル式配電盤　　　○屋外キュービクル式配電盤　　　○開放形配電盤

○コンデンサ盤○変圧器盤 ○系統連系保護制御盤

○低圧スイッチギア（○　ＣＸ形　　○　ＣＳ形　　○　ＣＷ形　　○　ＦＷ形）

○高圧スイッチギア（○　ＣＸ形　　○　ＣＷ形　　○　ＰＷ形　）

○外部雷保護システム（○受雷部システム　○引下げ導線システム　○接地システム）

○　　　　○　　　　○　　　　○

○内部雷保護システム

○Ａ型接地極（○板状接地極　　○垂直接地極　　○放射状接地極）

○Ｂ型接地極（○環状接地極　　○網状接地極）　

○工事範囲

○保護レベル

○受雷部システム

○接地システム

三相可変性電動機用インバータ装置の規約効率は、次表の値以上とする。

　　備考）１）電動機の供給電圧は１００Ｖ又は２００Ｖとする。

　　　　　２）インバータ効率は、１００％負荷時の値とする。

11 15 18.5 22 30 37 45

0.4 0.75 1.5 2.2 3.7 5.5 7.5 電動機出力（kW ）

 ｲﾝﾊﾞｰﾀ効率（% ）

 ｲﾝﾊﾞｰﾀ効率（% ）

 電動機出力（kW ）

　規約効率

○インバータ装置の

86.0 88.5 92.0 93.0 94.0 94.0 94.5

94.5 95.0 95.5 95.5 95.5 95.5 95.5

停止させる。

　自動火災報知設備の受信機、連動制御器及びガス漏れ火災警報受信機と連動して、空調機を○インターロック

幹線　　　○三相３線式　　２００Ｖ　　　　○

○配管　　○配線　　○機器取付

分岐　　　○三相３線式　　２００Ｖ　　　　○

○工事範囲

○電気方式

○制御盤 １）単位装置の電流計は負荷端子の手前に接続する。（インバータ回路を除く）

２）制御回路に用いる変圧器は絶縁変圧器とする。

３）インバータ発熱対策用冷却装置を扉面に取り付けた場合、開扉時に冷却装置を休止させる。

○警報盤による代表監視　　○中央監視制御装置による監視○監視方法

突針支持管　　　○鋼製　　　○ステンレス製

４）インバータ発熱対策用冷却装置の故障を 盤面に表示（○させる　○させない）

○盤内照明器具はＬＥＤとする。

方式　　　○一般形　　　　　　○簡易形

用途　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他　　○過放電防止保護装置（直流不足電圧継電器）の設定電圧は、９０Ｖとする。

　　　（ＵＰＳ）

用途　　　○建築基準法用　　　○消防法用　　　○受変電設備専用

○配管　　○配線　　○機器取付

○交流無停電電源装置

○直流電源装置

○工事範囲

○工事範囲 ○配管　　○配線　　○機器取付

○形式 ○オープン形　　○簡易形　　○キュービクル

○連続運転可能時間

○発電機

電　　圧　　　　○２１０Ｖ　　　○６．６ｋＶ　　　○４１５Ｖ

定格出力　　　　　　　　ｋＶＡ以上　　　　　　力率　０．８

○原動機

電気方式　　　　三相３線式

○１０時間（乙）　　　○７２時間（甲）　　　○

定格出力　　　　　　　　ｋＷ（　　　ＰＳ）以上

始動方式　　　　○電気式　　　　　　　　○空気式

　　　　　　　　○マイクロガスタービン　○燃料電池　　　　　○コージェネレーション

種　　別　　　　○ガスタービン　　　　　○ディーゼル機関　　○ガスエンジン

○燃料

○主燃料槽　　　　　　リットル

○監視方式

○太陽光発電装置 太陽電池 アレイ

設置可能建築面積

公称最大出力　　　　ｋＷ以上

　　　　ｍ5２以下（長辺　　ｍｘ短辺　　ｍ）

○受動　　　○能動系統連系

○燃料小出槽　　　　　リットル

種類　　　　　　○重油　　　○軽油　　　○灯油　　　○ガス（　　　　　）

冷却方式　　　　○ラジエーター式　　　　○水槽循環式

パワーコンディショナ出力 　　　相　　　線式　　　Ｖ　　　　　ｋＷ以上

○有　　　　※無逆潮流

交流出力電圧 ○１００Ｖ ○２００Ｖ

出力電気方式 ○三相３線式 ○単相３線式 ○単相２線式

○外部移報

現地負荷試験　　○行う　　　　　　　　　○行わない

○警報盤による代表監視　　  ○中央監視盤による監視

○有　　　　○無

○ＡＭ用　　　　○ＦＭ用　　　　○ＣＡＴＶ

○アンテナ ○ＵＨＦ用　　　○ＢＳ用　　　  ○ＣＳ用　　　

○配管用ステンレス鋼鋼管

定し、その測定記録を監督職員に速やかに提出すること。

　電界強度及び画質は、最上階が打上がったときに、アンテナ取付予定位置、またその周辺で測

○壁面取付形　　○自立形○アンテナマスト

○電界強度測定

　測定チャンネルは、監督職員と協議する。

○一般構造用炭素綱鋼管（溶融亜鉛メッキ仕上げ）

○圧力配管用炭素綱鋼管（溶融亜鉛メッキ仕上げ）

○音声誘導装置　検出方式　（○磁気式　　○無線式　　○画像認識）

○インターホン ○電話式　　　○相互式

○テレビインターホン

○外部受付用インターホン

○受付呼出し装置　　○誘導音

○親機に子機カメラ角度調整機能（上下）を設ける。

○親機に子機カメラ角度調整機能（上下）を設ける。

○

○

○壁付ボタン(プルスイッチの長さは０.２ｍ以上とする)
呼出しボタン

●配管　　●配線　　●機器取付●工事範囲

　　多重伝送制御システムの設定は、監督職員の指示による。システム設定器を附属させる。○多重伝送制御システム

　標準図において、防雨形または防湿形の器具本体の材質に、ＳＵＳを含む複数の材料が適用

されている場合は、ＳＵＳを適用する。　器具

する。

安定器等の種類 電圧(Ｖ)

●100　○200

●100　○200ＬＥＤ灯

○100　○200

　　 100

直管形蛍光灯

　ＬＥＤ照明器具の定格消費電力等の規定が標準図とＪＩＬで異なる場合、ＪＩＬの規定を適用

　　　　　　 避難口誘導灯・通路誘導灯

器　具　の　種　類

FHF16形,FHF32形

上記以外

ＬＳＲ１、ＬＳＲ２、ＬＳＲ３、ＬＰＪ１ ＬＪ

ＬＮ

ＰＨ

ＬＮ

施設用照明器具」に指定のあるもの、図面特記があるものを除き下記による。ＬＥＤ制御装置の種類

　蛍光灯安定器及びＬＥＤ制御装置・電圧は、標準図及びＪＩＬ５００４－２０１５「公共

○フロアコンセント

端子盤部に　○通気口　○冷却ファン　を設ける

実施 ●する　　　○しない

○照明用ポール

●一般照明の照度測定

２）特記なき場合、分岐に用いる２極の配線用遮断器及び漏電遮断器は１極サイズのものとする。

　による。

１）本工事の分電盤、ＯＡ盤、実験盤で、分岐に用いる配線用遮断器及び漏電遮断器の寸法は、

　ＪＩＳ Ｃ ８２０１-２-１「回路遮断器」、同付属書ＪＣ「電灯分電盤用協約形回路遮断器」、

　ＪＩＳ Ｃ ８２０１-２-２「漏電遮断器」、同付属書ＪＣ「電灯分電盤用協約形漏電遮断器」、

幹線　　　●単相３線式　　１００Ｖ/２００Ｖ　　　○直流２線式　１００Ｖ

分岐　　　●単相２線式　　●１００Ｖ　　　●２００Ｖ

　　　　　○直流２線式　　　１００Ｖ

●照明制御装置　〔グ〕 　　照明制御装置の各センサー設定は、監督職員の指示による。センサー設定器を附属させる。

●電気方式

評価

●照明制御による効果の 社団法人日本照明器具工業会技術資料130「照明制御装置による消費電力削減効果の評価手法」

により、消費電力削減効果の評価を行い監督職員に提出する。

○開閉器を設ける(○配線用遮断器○カットアウトスイッチ)　　○開閉器を設けない

３）ＳＰＤ分離器（配線用遮断機）は （○警報接点付　○警報接点無）とする。

４）ＳＰＤ分離器は、監督職員の承諾を受けて、ＳＰＤ内蔵とすることができる。

○親時計及び付属装置 ○ＣＲ　-Ｐ　Ｍ　　○ＣＷ　-Ｐ　Ｍ

○プログラムタイマ（○カード式　　　○キー式　　　○　　　　　　　　　　　）

○子時計

○工事範囲 ○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○施工方法 ○金属管配線　　○ケーブル配線　　○合成樹脂管配線

○工事範囲 ○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○増幅器 ○ローカル放送用

○自動放送はアッテネーターを経由した回路とする。

○スピーカ

○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付○工事範囲

○施工方法 ○金属管配線　　○ケーブル配線　　○合成樹脂管配線

○工事範囲 ○配管　　　　　○配線　　　　　　○機器取付

○保安器用接地

○電子交換機　　○ボタン電話装置○形式

○工事種類 ○マルチサイン装置　　　○出退表示設備　　　○時刻表示設備

○工事範囲 ○配管　　○配線　　○機器取付

○本工事　　　　○別途工事

特記なきものは　　　○ＳＷＡ$３$３－Ｇ$ＰＢ$２　　○

用途　　　　　　○全館放送用（○一般放送　○非常放送）

特記なきものは　　　○ＳＣ$６Ｈｉ－１Ｖ$３－Ｍ　　○

○防滴　　　○防湿トイレ及び浴室等の○ナースコール装置

呼出押ボタン

○受信機

　　　　　　　　　　　　○壁掛形　　○自立形

　　　　　　　　　　　　○単独形　　○複合形

　　　　　　　　　　○副受信機　　　　　窓

　　　　　　　　　　○盤面に消火ポンプ運転表示灯を設ける。

○消火ポンプ始動

　　　　　　　　　　○発信機と連動（総合盤に始動表示灯を設ける。）

○機器収容箱　　　　　　　　　　○消火栓一体形　　　○単独形

○自動閉鎖装置 ○工事範囲　　　　　　　　　　○配管　　　　○配線　　　○機器取付

○連動制御器　　　　　　　　　　　　　回線　【予備電源（蓄電池）内蔵】

　　　　　　　　　　○単独　　　○自火報受信機と一体

　　　　　　　　　　○ダンパ等（全数）復帰用の予備電源容量を持つこと。

○自動閉鎖装置

　　　　　　　　　　○防煙ダンパ用

　　　　　　　　　　　　【別途工事　 瞬時通電式又は電動式　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下

　　　　　　　　　　　　【別途工事　　ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下】

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　遠方復帰機構（電動式）ＤＣ２４Ｖ　０．７Ａ以下】

　　　　　　　　　　○防火シャッター用

○非常警報装置 ○工事範囲　　　　　　　　　　○配管　　　　○配線　　　○機器取付

○電気方式　　　　　　　　　　ＤＣ２４Ｖ

○電源装置

○ガス漏れ火災警報装置 ○工事範囲　　　　　　　　　　○配管　　　　○配線　　　○機器取付

○受信機

　　　　　　　　　　　○　Ｐ　形　　　２　級　　　５　回線

　　　　　　　　　　○防火戸用【ＤＣ２４Ｖ　０．６Ａ以下電磁式またはラッチ式】

○工事範囲 ○配管　　　　　○配線　　　　　○機器取付

○カラー　　　　○白黒

○非接地電源用分電盤 キャビネット

○工事範囲 ○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

○画像

○自動火災報知装置 ○工事範囲　　　　　　　　　　○配管　　　　○配線　　　○機器取付

○工事範囲 ○配管　　　　　○配線　　　　○機器取付

○車両検出方式 ○ループコイル方式　　　　　　○光線方式

○工事範囲 ○配管　　　　　○配線　　　　　○機器取付

○機械警備用配管

○防犯装置　　　○入退室管理制御装置

○工事種類

○伝送方式 ○アナログ伝送方式　　　　○ネットワーク伝送方式

○

○監視方式 ○警報盤　　　○監視制御装置

○工事範囲 ○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

○諸警報表示 受信機に諸警報表示窓（　　窓）を設ける。

○ガスの種類

　　　　　　　　　　○単独形　○自火報受信機と一体

　　　　　　　　　　○消火栓箱内押ボタン

　　　　　　　　　　○非常電源（蓄電池）　　　○自動火災報知設備と兼用

　　　　　　　　　　○都市ガス（１３Ａ）　○液化石油ガス

○鋼製　　　○ステンレス製

○その他 ○オプション等の試験は、監督職員の指示による。

　　　　　　　　　　　○制御電源用変圧器内蔵

構造　　　　　　　　　○耐中塩じん用　　　○耐重塩じん用

用途　　　　　　　　　○架空引込用　　　　○地中引込用

○余長

　　　　　　　　　　○単相３線式　　　１００/２００Ｖ

　　　　　　　　　　○三相３線式　　　　　　 ２００Ｖ　　　　○

○電気方式

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付○工事範囲

○標識シート

　　　　　　　　　　埋設深さ　　特記なきものはＧＬ(舗装がある場合は、舗装下面)

○外灯ポールの材質が鋼製（ＳＰＣ）の場合は溶融亜鉛メッキとし、指定色塗装とする。

○外灯

○一般用　　　○耐塩形○装柱材

○避雷器 ○屋外形　　　○耐塩形

　端末処理

○一般用　　　○耐塩用　　　○重耐塩用○碍子、高圧ケーブル

ケーブルが直接接触しない場合の金物は、接地を省略してもよい。

ハンドホールにおいてもケーブル支持材を設ける。

　ハンドホール

○マンホール及び

○高圧負荷開閉器　　７．２ｋＶ　　３００Ａ○区分開閉器

○架空線

　　　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　○ポリエチレン被覆管（ＰＬＰ）

○地中線○ふ設方式

　　　　　　　　　　○単２線式　　　（○１００Ｖ　　○２００Ｖ）

低圧

　　　　　　　　　　○三相３線式　　　　　　　 ６ｋＶ高圧

　　　　　　　－３００ｍｍ以下とする。

　　外灯回路以外に設ける。また、２倍長とする。

形式　　　　　　　　　○引外し装置付き（ＳＯＧ形）　　○引外し装置なし　　○避雷器内蔵　　　

　　　　　　　　　　埋設深さ　　特記なきものはＧＬ(舗装がある場合は、舗装（表層）下面)

　ハンドホール

○マンホール及び

　　　　　　　　　　　　　　　　－３００ｍｍ以下とする。

○架空線

　　　　　　　　　　　　　　　　○

　　　　　　　　　　　　　　　　○ポリエチレン被覆管（ＰＬＰ）

○地中線○ふ設方式

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付○工事範囲

　　　　　　　　　　○管路式　　○波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）

　　　　　　　　　　電柱　　　　○遠心力プレストレストコンクリートポール

構造・寸法　○標準図による　　　　　　　　　　　　　○図示による。　

蓋の文字　　○蓋の用途表示は電力とする。　　　　　　○

　高圧ケーブルは､受変電設備までの配線経路中、１ヶ所以上で３ｍ余長をとる。

基礎　　○本工事　　○別途工事

　　　　　　　　　　○管路式　　○波付硬質合成樹脂管（ＦＥＰ）

○標識シート 　地中配線（管路）のすべてに設ける。

ケーブルが直接接触しない場合の金物は、接地を省略してもよい。

ハンドホールにおいてもケーブル支持材を設ける。

構造・寸法　○標準図による　　　　　　　　　　　　　○図示による。　

蓋の文字　　○蓋の用途表示は通信とする。　　　　　　○

　　　　　　　　　　電柱　　　　○遠心力プレストレストコンクリートポール

○調査範囲

受信可能な全チャンネルとし、結果報告書を提出する。○測定内容

○測定箇所

○測定時期

別表　１　付属品・予備品

○測定のみ　　　○対策工事実施設計書作成まで

　　　　箇所

○工事前　○工事中　○完成後

○イージーキャビネット　　　　　　　箱　　　○キーボックス　　　○テスター　　　○マンホールフック

○工具箱（ドライバー、モンキーレンチ、組スパナー、ハンマー）

受変電設備・盤 ランプ及びヒューズの予備品は、２０％とする。

項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項 項　　　目 特　　　　　　記　　　　　　事　　　　　　項

○

○

○

○

●

○

Ｉ ＩＩ ＩＩＩ ＩＶ

Ｉ ＩＩ ＩＩＩ ＩＶ

※http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/region/recycle/d03project/d0306/page_03060101credas1top.htm

 2 .0 (2 .0 )

 1 .5 (1 .5 )

 1 .0 (1 .0 )

 1 .5 (2 .0 )

 0 .6 (1 .0 )

 1 .0 (1 .5 )

 1 .5 (2 .0 )

 1 .0 (1 .5 )

 0 .6 (1 .0 )

 1 .0 (1 .5 )

 0 .6 (1 .0 )

 0 .4 (0 .6 )

　 呼出設備

　　１）特記仕様書及び図面に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事標準仕様書（電気設備

○引出し形　　○飛び出し形　　○内部固定形　　○外部固定形　　○ＯＡフロアー用

　　　　　　分電盤等の2次側で第1ボックスまでは(※鋼製電線管●ＰＦ管)

交野市天野が原町５丁目５－１

保健福祉総合センター 地上4階,地下1階

○

○

保健福祉総合センター

　　　　工事編）最新版」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）最新

　　　　版」（以下、「標準図」という。）及び「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）最新版」による。

構内既存の施設を無償で利用可。(電力を使用する際は漏電遮断器を使用すること)

○建設副産物の処理

○再生資源利用促進

建築特記による

○背貼り製本（　　版）　 ●Ａ４ファイル止め

A4ファイル止め及びCD-R

●工事範囲 ●配管　　　　　●配線　　　　　　○機器取付

○工事範囲

○工事内容

○配管　　　　○配線　　　　○機器取付

○トイレ等呼出し装置 　○１窓　○３窓　○５窓　○　　

○壁付握りボタン(握りボタンの長さは１.２ｍ以上とする)

【工事名称】

６項-ハ6255.91

　　　　○電算用電源　　○中央監視装置　　　○ＵＰＳ装置　　　　●自動火災報知装置

○ねじなし電線管

○ＰＦ管　　ただし、露出部分は鋼製電線管とする。

○樹脂製　　　●金属製（●新金属製　○ステンレス製）

○予備配管

○屋外　○屋外居室　○屋内ＰＳ･ＥＰＳ　○屋内機械室　○

○機器

○あと施工アンカー

○はつり

○その他 ○ＳＵＳ　　　　○鋼板製

○ＳＵＳ　　　　○鋼板製

　●分電盤　　　○ＯＡ盤　　　○実験盤　　　○開閉器箱　　　○制御盤

施工後確認試験　○行う　●行わない　

　屋外・多湿室等　（○溶融亜鉛メッキ　　　○ＳＵＳ）

　その他　　　　　（○一般品　　　　○　　　　　　）

○蛍光灯安定器及び

○ＲＰ又はＭＰ形照明

●ＬＥＤ照明器具の規格

●非常用照明の形式 ●電池内蔵形　　　　○電池別置形

○分電盤等

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月電気設備特記仕様書 -

E-01保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

AutoCAD SHX Text
一　　　　　　　　　　　　　　般　　　　　　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　　　　　項

AutoCAD SHX Text
共　　　　　　　　　　　　　　　　　通　　　　　　　　　　　　　　　　　事　　　　　　　　　　　　　　　　　項

AutoCAD SHX Text
受　　　　変　　　　電　　　　設　　　　備

AutoCAD SHX Text
雷 保 護 設 備

AutoCAD SHX Text
電力貯蔵設備

AutoCAD SHX Text
発　　　　　電　　　　　設　　　　備

AutoCAD SHX Text
テレビ共同受信設備

AutoCAD SHX Text
電　　　　　　灯　　　　　　設　　　　　　備

AutoCAD SHX Text
防災無線

AutoCAD SHX Text
設備

AutoCAD SHX Text
映像音響

AutoCAD SHX Text
情報表示設備

AutoCAD SHX Text
構内交換設備

AutoCAD SHX Text
構内情報

AutoCAD SHX Text
通信網設備

AutoCAD SHX Text
自　　　動　　　火　　　災　　　報　　　知　　　設　　　備

AutoCAD SHX Text
医療関係設備

AutoCAD SHX Text
設備

AutoCAD SHX Text
監視カメラ

AutoCAD SHX Text
管理設備

AutoCAD SHX Text
防犯・入退室

AutoCAD SHX Text
管制設備

AutoCAD SHX Text
駐車場

AutoCAD SHX Text
中央監視

AutoCAD SHX Text
制御設備

AutoCAD SHX Text
構　　　　内　　　　配　　　　電　　　　線　　　　路

AutoCAD SHX Text
構 内 通 信 線 路

AutoCAD SHX Text
電波障害

AutoCAD SHX Text
調　査

AutoCAD SHX Text
章

AutoCAD SHX Text
章

AutoCAD SHX Text
章

AutoCAD SHX Text
呼出設備

AutoCAD SHX Text
動　　　　力　　　　設　　　　備



F

MMA

MMB

冷ミニキッチン手
洗

い

新設

新
設

平面図(改修後) S=1/50

(再)

(再)

(再) (再)

(再)

(再)

既設配線を再接続

2非常灯(埋込型,45W×1)

LED照明器具（FHF32×2相当）

事務スペース

6

2

2非常灯(埋込型,45W×1)

LED照明器具（FHF32×2相当）

保育スペース

凡例

G

１）図中特記なき配管配線は下記とする。

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-2C

ロビー

廊下

平面図(改修後) S=1/50

(再)

G

(再)

G

GG

(再)(再) (再)

事務スペース

ボックス内で配線接続

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）EM-EEF1.6-2C×2

(再)

(再)

G

3
3

33

MMB

EM-FP1.6-2C

２）図中の（再）の付く器具は再使用とする。

（メタルモールＡ型）

（メタルモールＢ型）

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）EM-EEF1.6-3C×2

（天井コロガシ）EM-EEF1.6-3C+2C

ｱ ｱ

ｱｱ

ｱ

ｲ

ｲ

ｲ

ｳ

ｳ

ｳ

ｲｳ

MMB

ｱ
ｲ
ｳ

G G

ｱｱ

保育スペース

5

LSS10-4-65

(再)(再)

LED照明器具

LED照明器具,ガード付（旧保育スペースより移設）

非常灯(埋込型,45W×1)

3

スイッチ 2P15A×1（ワイド）

スイッチ 3W15A×1（ワイド）

N

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月S=1/50電灯設備平面図（改修）

E-02保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

5
0
0
0

2600 3000 3900 4000

13500

FFF

F



2.0

MMA

MMA

MMA

MMA

MMB

MMA

MMA

MMA MMA

2E･ET
冷蔵庫用

PF

PF
冷手

洗
い

新
設

ミニキッチン新設

平面図(改修後) S=1/50

事務スペース

保育スペース

凡例 １）図中特記なき配管配線は下記とする。

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）

EM-EEF1.6-3C(1CE)

EM-EEF2.0-3C(1CE)

EM-EEF1.6-2C

2E

1.6×2,E1.6(ﾒﾀﾙﾓｰﾙA型)1.6×2,E1.6(ﾒﾀﾙﾓｰﾙA型) 2

2E

2S

（メタルモールＡ型）

（メタルモールＢ型）

2.02.0

2.0

2S

事務室分電盤

既設

H=1300
ｱ

2S

1
PB(□150×100)VE,天井隠蔽

コンセント 2P15A×2,E付

コンセント 2P15A×2,カバー付

コンセント 2P15A（抜け止め）×1

ｱ

H=2200

2E 2E 2E 2E

1.6×2,E1.6(ﾒﾀﾙﾓｰﾙA型)

2.0

2E

2E

2E

3

コンセント 2P15A×33

6

（PF16）

H=1000
2E

2.0

4

コンセント 2P15A×2,E+ET付2E･ET

ジョイントボックスに接続

1.6×2(PF16)

1.6×2,E1.6(PF16)

スイッチ 2P15A×1（ワイド）

H=10002S H=10003

N

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月S=1/50

保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

コンセント設備平面図（改修）

E-03

2600 3000 3900 4000

13500

5
0
0
0

2ET



2C

6C

MMA

MMB

平面図(改修後) S=1/50

K K K

凡例

R

K

空調室内機リモコン

熱交換形換気扇用コントロールスイッチ

※ 空調リモコン,換気扇スイッチの設置位置は現地職員との協議の上決定すること。

保育スペース

事務スペース

再使用

１）図中特記なき配管配線は下記とする。

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）EM-CEE1.25°-2C

EM-CEE1.25°-6C

RR

（メタルモールＡ型）

（メタルモールＢ型）

N

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月S=1/50

保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

動力設備平面図（改修）

E-04

2600 3000 3900 4000

13500

5
0
0
0

2C2C

2C

MMAMMA 6C

6C
MMB

MMB



AE

MMA

冷ミニキッチン手
洗

い

新設

新
設

平面図(改修後) S=1/50

(再) (再) (再)

事務スペース

保育スペース

(再) (再)

Ω

既設配線を再接続

既設配線を再接続

凡例 １）図中特記なき配管配線は下記とする。

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）

天井埋込型スピーカー

アッテネーター
EM-AE0.9-4C

EM-HP1.2-3C

差動式スポット型熱感知器

EM-HP1.2-4C

２）図中の（再）の付く器具は再使用とする。

（メタルモールＡ型）

(再)

MMA

N

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月S=1/50

保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

弱電設備平面図（改修）

E-05

2600 3000 3900 4000

13500

5
0
0
0AE AE



F

平面図(改修前) S=1/50

天井内にて配線切断

3

3

既設配線は器具から取外し後、天井内にて残置

相談コーナー

2

2 2

事務室

91

(再)

(再)

(再)

(再)

(再)

(再)

(再)

(再)

(再)

(再)

(再)(再)

(再)

(再)

物置

凡例 １）図中特記なき配管配線は下記とする。

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF1.6-2C

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）EM-FP1.6-2C

２）図中の（再）の付く器具は再使用撤去とする。

非常灯(埋込型,45W×1)

非常灯(埋込型,45W×1) 非常灯(埋込型,45W×1)

LED照明器具（FL20W×2相当,非常灯付）

LED照明器具（FL20W×2相当）

LED照明器具（FHF32×2相当）

LED照明器具（FHF32×2相当） LED照明器具（FHF32×2相当）

スイッチ3W15A×1（ワイド）3

スイッチ2P15A×1（ワイド）
３）撤去部分の壁・床打込配管は残置とする。

(再)

N

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月S=1/50

保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

電灯設備平面図（撤去）

E-06

2600 3000 3900 4000

13500

5
0
0
0

F

F

F

F
F



W
h

2.0

2.0

2.0

2.0 2.0

2.0 2.0 2.0

2.0

2.0

2.02.0

相談コーナー

事務室

平面図(改修前) S=1/50

2

2

2

2

物置分電盤

撤去

物置

電力計撤去

凡例 １）図中特記なき配管配線は下記とする。

事務室分電盤

残置

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）

EM-EEF1.6-3C(1CE)

EM-EEF2.0-3C(1CE)

警

2

1

6

2
2

22

埋込コンセント 2P15A×2

埋込コンセント 2P15A×2,E付

埋込コンセント 2P15A×2,ET付

2

2E

2ET

防犯警報器警

OAタップ

EM-EEF1.6-2C （E19）（床埋込配管）

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF1.6-2C

EM-EEF2.0-3C(1CE)

（配線ピット内）

（配線ピット内）

樹脂ダクト(W=200,H=2500)撤去

樹脂ダクト(W=200,H=2500)撤去

2E

２）撤去部分の壁・床打込配管は残置とする。

4

2E

3

N

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月S=1/50

保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

コンセント設備平面図（撤去）

E-07

2600 3000 3900 4000

13500

5
0
0
0

2ET

ＯＡピット:存置

ＯＡピット:存置

ＯＡ
ピッ

ト:
存置

ＯＡ
ピッ

ト:
存置



2C

6C

事務室

物置

平面図(改修前) S=1/50

K K

K

相談コーナー

R

RR

凡例

(再)

(再)

(再)

(再)

(再)

R

K

空調室内機リモコン

熱交換形換気扇用コントロールスイッチ

１）図中特記なき配管配線は下記とする。

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）EM-CEE1.25°-2C

EM-CEE1.25°-6C

２）図中の（再）の付く器具は再使用撤去とする。

３）撤去部分の壁・床打込配管は残置とする。

N

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月S=1/50

保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

動力設備平面図（撤去）

E-08

2600 3000 3900 4000

13500

5
0
0
0

2C

2C2C

6C

6C6C



AE

AE

事務室

物置

平面図(改修前) S=1/50

相談コーナー

(再)

(再) (再)

(再)

(再)(再) 既設配線は器具から取外し後、天井内にて残置

既設配線は器具から取外し後、天井内にて残置

凡例 １）図中特記なき配管配線は下記とする。

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）

（天井コロガシ）

２）図中の（再）の付く器具は再使用撤去とする。

３）撤去部分の壁・床打込配管は残置とする。

Ω

L

L

天井埋込型スピーカー

アッテネーター

ランプ停止用押釦

赤色ランプ

差動式スポット型熱感知器

EM-AE0.9-4C

EM-HP1.2-3C

EM-HP0.9-4C N

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月S=1/50

保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

弱電設備平面図（撤去）

E-09

2600 3000 3900 4000

13500

5
0
0
0

AE

AE



LAN

HUB

全体平面図 S=1/300

物置分電盤

1L-1

EM-CE5.5-3C (天井コロガシ)撤去

EM-UTP0.5-4P(天井コロガシ)撤去

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月

保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

1階全体平面図（撤去）

E-10

S=1/300

6
1
0
0

5
7
0
0

5
7
0
0

5
3
0
0

5
7
0
0

2
8
5
0
0

6
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訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月機械設備特記仕様書 -

M-01保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

既設建物改修撤去前によく現地を調査すること。1

●撤去内容は現場指示による。

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領）の ○（a）　○（b）　○（c）による。○

○合成樹脂製　○アルミニウム合金製　○人造石とぎ出し製　○ステンレス製○

○逆止弁の衝撃吸収式はライニング不要とする。

○

○一般の施設

○

○熱絶縁施工（保温工事）　○冷凍空気調和機器施工（冷凍空調機器の裾付）

○配管施工（配管工事）　　○建築板金施工（ダクト製作および取付け）○

　○資格の区分２）

○

６項-ハ

　（○厨房　 ○湯沸室　　　 ）用の隠ぺい部ダクト（仕様はｈ・（イ）・Ⅶ）とし、範囲は図示による。

6255.91

（ｍ2）

消防法施行令

別 表 第 一

延 べ 面 積
備考階　　　　数構　造建　物　名　称

ガス設備

排水処理設備

厨房設備

消火設備

給湯設備

排水設備

給水設備

衛生器具設備

自動制御設備

工事種別建物別及び屋外

工　事　種　目

排煙設備

換気設備

空気調和設備

3．工事種目（●印を付けたものを適用する）

（備考中の特定の施設、一般の施設とは耐震安全性の分類を示す。）

2．建物概要

1．工事場所

●

○

○

○

○

１．工　事　概　要

仕様書

●引渡しを要するもの以外は構外搬出適切処理とし、搬出費及び処分費は本工事とする。

●

●●

○要（○別途工事　　○本工事）　　○不要○

○

○

○

●

○空気調和機及びファンコイルユニットの排水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.5の排水管の項による。

○外気ダクトの保温　範囲は（○全て　　　　○　　　　　　）

ＪＩＳ又はＪＶ　（○ 5Ｋ　　　○10Ｋ（図示部分））○

○

○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1,500ｍｍ以下の部分）　○アングルフランジ工法）○

％

℃

℃

％

●

％

℃

℃

○外気取入用ダクト（保温の厚さ25mm）○

○

○

○ 和風大便器耐火カバー

○要（○別途工事　○本工事）　　○不要○

○ ○水道事業者指定品（○貸与品　○買い取り）　○標準図ＭＣ形

　（○ただし、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。）

○水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

　 ○防災設備　　　　○監視制御設備　　○危険物貯蔵装置

　 ○給水装置　　　　○排水装置　　　　○換気機器　　　　○空調機器　　　　○熱源機器

（2.0）

○完成図の原図サイズは、原則としてＡ２とする。

○別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。

○ ○設けない　　　　　○設ける

○

管の上端より原則として、一般敷地は（　30cm）構内道路は（　60cm）以上とする。

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

水栓柱

管の埋設深さ

引込納付金等

建物導入部配管

量水器桝

量水器

第一桝まで

汚水管

雑排水管

通気管

桝間

図示の箇所に取り付ける。

台所流し等の床上部分の配管は、ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）でもよい。

洗面器に直結する排水管は、器具トラップより1サイズアップとする。

配管材料

（2）屋　　外

（1）屋　　内

弁類

放流納付金等

満水試験継手

洗面器等の排水管

○要（○別途工事　○本工事）○不要

水栓

○

保温及び消音内貼り

とする。

○膨張タンクよりボイラ等への補給水管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

○還りダクトの保温　範囲は（○　　　　　　○　　　　　　）

○　　　　　　　　）の端子を設ける。なおフロートスイッチ部と制御盤間の配管配線は製造者の標準仕様

油面制御装置

瞬間流量計

圧力計

温度計

制御盤には（○給油ポンプ制御　○満油警報　○遠隔警報　○電磁弁制御　○返油ポンプ制御　○減油警報

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

コック付とし、取り付け箇所は図示による。

取り付け箇所は図示による。

取り付け箇所は図示による。

○厨房系統の長方形排気ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

排煙口の形式

ダクト

保温

チャンバー

排気ダクトのシール

ダンパー

風量測定口

○図示による

○亜鉛鉄板　　○

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）

取り付け箇所は図示による。

空気調和設備の当該項目による。

浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統

空気調和設備の当該項目による。

ダクト

○建物内の空気抜き管の保温は、標準仕様書第2編3.1.4の膨張管の項による。

●

○

○

○

○

○

○

○

○

○

（開放及び復帰方式）

排煙口手動開放装置 ○ワイヤー式　○電気式（遠隔操作　○不要　○要）

○取り付け箇所　（○大便器　○小便器）　　材　質（○　　　　　　）標記板

洗面器

衛生器具付属水栓

電気計装工事の配線

構成その他

排煙風量測定

（機器、盤類は除く）

○設ける（ピット内は除く）　　○設けない

手洗器は止水栓付とする。

水抜栓を使用する場合、水栓は固定こま式とする。

使用する電線類はＥＭ電線とし、規格は標準仕様書第4編表4.2.12の使用する電線類の規格による。

天井内隠ぺいの配線は、図面に特記のない限りケーブル配線とする。

屋外・屋内露出の電線は、図面に特記のない限り金属管配線とする。

図示による。

建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の検査方法に準ずる。

○

○

○

○

○

○

重要機器 一般機器

○特定の施設

Ｈ Ｈう。ただし、設計用地震力（水平及び鉛直）は次の設計用水平震度Ｋ　及び設計用鉛直震度Ｋｖ（Ｋ　/２）

（1.5）

1.0

（2.0）

1.5

（2.0）

1.52.0

屋上及び塔屋

上層階

設置場所

一般機器重要機器

耐震安全性の分類

（６）ドレン管

●保温付冷媒用被覆銅管

●硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

（５）冷媒管

○

○

○

○

○

弁類

配管材料

ダンパー

○鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

復帰方式（○遠隔　○　　　　　）

定格入力はＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。

（２）ピストンダンパー

（１）防煙ダンパー

（４）蒸気管

（３）油管

（１）冷温水管

（２）冷却水管

　　　バーには点検口を設け、大きさは図示による。

（３）ガラリに直接取り付けるチャンバー類は雨水の滞留のないように施工する。

還　管

給気管

　　　（ロ）資格の区分１）の資格を有する者

工事用電力・水

電気保安技術者

　・要　　　・不要

安の業務を行うものとする。

工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、電気工作物の保

この工事に必要な工事用電力、水及び諸手続などの費用は、すべて請負者の負担とする。

　　　（イ）技術検定のうち、1級又は2級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

足場・さん橋類

○改修標準仕様書第1編2.2.1によるほか下記による。

監督員事務所

技能士の適用

・その他

監督職員の指示による。

の大きさは、約０．４ｍ2 とする。

●設備概要書、完成写真の（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。

機材の承諾図

機器等の取り扱い方及び重要な定期点検項目を書いたアクリル樹脂製の案内板を機械室に設ける。案内板

建設発生土の処理

●完成図は建築工事の仕様による。

●完成図のＣＡＤデータ（電子媒体ＣＤ－Ｒ）を１部提出する。

完成図等

埋め戻し土・盛土

工事用仮設物

　　　○内部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

　　　○外部仮設足場等（○　　　種　○　　　種）

○50Hz　　　●60Hz

●本工事（調整項目は下記のものとする。）

耐震措置

容量等の表示

電源周波数

総合調整

○別途とする。

を用いて計算する。設計用水平地震力と設計用鉛直地震力は同時に作用するものとする。

設備機器の固定等は、すべて「建設省住宅局監修の建築設備耐震設計・施工指針　1997年版」により行

（2）電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。

（1）機器類の能力、容量等は表示された数値以上とする。

案内板

設計用水平震度

●

○

<0.6>

（0.6）

0.4

<0.6>

（1.0）

0.6

1.0

<1.0>

（1.0）

0.6

<1.0>

（1.5）

1.0

<1.5>

<1.0>

（1.0）

0.6

<1.0>

（1.5）

1.0

<1.5>

<1.5>

（1.0）

1.0

<1.5>

（1.5）

1.5

<2.0>

1階及び地下階

中間階

小便器自動洗浄装置 小便器自動洗浄装置及び組込み小便器の洗浄水量は4Ｌ/回以下とし、使用状況により洗浄水量を制御できる

配管材料 （1）給水引込管（直結部分）水道事業者の指定による（○　　　　　　　　）

衛生器具ユニット

洋風大便器 洗浄水量が10.5Ｌ/回以下のものとする。

ユニットの配管材料は、別図衛生器具ユニットの仕様表による。

ものとする。

　 ○火を使用する設備　　○避難経路上に設置する機器　　○

　中間階とは地下階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの（平屋建の場合は無し）

　13階建以上の場合は上層4階

※上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は上層3階、

重要機器は次のものを示す。

　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。

（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

○

○

その他特記事項

発生材の処理

仕様等

設備方式

撤去内容

3．その他の特記事項

○

○

○ ○雨水利用　○排水再利用　○厨房除害　○浄化槽

○再生資源化を図るものは（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

○特別管理産業廃棄物は　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

○引き渡しを要するものは、金属類（○機器 ○ダクト ○配管 ○その他の金物）、

　　（○　　　　　　○　　　　　　○　　　　　　）とする。

図示による。

○ 

メーター

転倒防止等

集合装置

充てん容器

漏洩検知装置

ガス漏れ警報器

配管材料

ガス種別

電気防食

引込負担金等

消火器

機器の機能等

厨房用熱源

システム

建物導入部配管

配管材料

保温

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

標準図（液化石油ガス容器廻り配管要領）による　１本２組、２本４組。

　　　　　　　　（2）地中　配管用炭素鋼鋼管

　液化石油ガス　（1）一般　配管用炭素鋼鋼管

標準図（液化石油ガス容器転倒防止施工要領）の（○（ａ）　　○（ｂ））による。

○要　　○不要

別途（○50kg　　○　　　　　　○　　　　　　　）×　　本

○要　　○不要

３粉末消火器ＡＢＣ１０型　　本　（別途工事）

屋外露出配管は標準仕様書第2編3.1.5.ｅ３・（ハ）・Ⅴによる保温を行う。

図示による。（別途工事）

図示による。（別途工事）

標準図（建築物導入部の変位吸収配管要領） ○（ａ）　○（ｂ）　○（ｃ）による。

○ドライシステム　　○

（３）　　　　　　　　 　○

（２）連結送水管　　一般 ○

（１）屋内消火栓　　一般 ○

　　　　　　　　　　地中 ○

　　　　　　　　　　地中 ○

ただし、防凍保温は共通事項による。

温度(DB)

％

％

℃

℃

湿度(RH)温度(DB)湿度(RH)

屋　　　　　　　　　内

℃

℃

％

％

湿度(RH)

％

一 般 系 統

温度(DB) 温度(DB)湿度(RH)

冬期

夏期

外　　気

設計用温湿度

チャンバー

ダクト

風量測定口

鋼板製煙道

とする。

○ステンレスダクト及び塩化ビニルダクトの仕様は別図による。

○高圧1ダクト（適用範囲は図示による。）とする。

（２）空気調和機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消音内貼りしたチャン

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。

取り付け箇所は図示による。

伸縮継手、掃除口及びばいじん量測定口の位置は図示による。

　　　　　　部門に合格した者

　○資格の区分１）

　　測定対象室　　　　　・図示　　　　　

室内空気中の化学

の指示に従う。

機材の品質･性能

主任技術者等

物質の濃度測定

設備機材は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証明資料又は外部機関（（社）公共建築協会

他）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して承諾を受ける。

　　　（イ）建設業法（昭和24年法律第100号）による技術検定（以下「技術検定」という。）のうち、

　　　（ロ）技術士法（昭和58年法律第25号）による第二試験のうち、技術部門を機械部門（選択科目

　　　　　　を「流体機械」又は「暖冷房及び冷凍機械」とするものに限る。）、水道部門又は衛生工学

　　　　　　1級の管工事施工管理の検定種目に合格した者

　　測定箇所数　　　　　・図示　　　　　

測定はパッシブ型採集機器により行う。

室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、監督

証明

○

○

●

●

●

●

●

●

●

●

○

○

コンクリート造

○

○風量調整　　○水量調整　　●室内外空気の温湿度の測定　　○騒音の測定

○ ○根切り土の中の良質土　　○外面被覆を施した配管は山砂の類

○現場説明書による。

●本工事で設置とする。

●

●冷媒管の外装の種別は（●図示による　　○スリムダクト（塩ビ化粧カバー））

  ○スパイラルダクトとする。

● ○

○

○

●

（2）地中埋設配管　　　○耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP）

●台所流し用の水栓は泡沫式とする。

ＪＩＳ又はＪＶ　○水道直結部分（○10Ｋ　○　　　　　　）　

● ● ○硬質塩化ビニル管（VP） ○耐火二層管（FDVD）

●硬質塩化ビニル管（VP） ○耐火二層管（FDVD）

○硬質塩化ビニル管（VP） ○耐火二層管（FDVD）

○硬質塩化ビニル管（VP）

○硬質塩化ビニル管（VUP）

●

○

○都市ガス（供給者名：　　　　　　　　発熱量　　　　　　　　　　ＭＪ/ｍ3）

○本工事（図示による）　○別途工事　　　　　　　　　　　　　　　　）

支持金物はＳＵＳ製又は溶融亜鉛メッキとする。

屋外取付け部材は防錆対策を施すこと。機器アンカーボルト＋ナット、2

3

4

○

○屋外露出　　　○（ 　　　　　　　 ）の屋内露出　　　　

○

○多湿箇所は下記の場所とする。（天井内共多湿箇所とする。）

（2）埋設表示用テープ　○要（位置については図示による）　○不要

（1）地中埋設標　　　　○要（位置については図示による）　　○不要○

（○ピット内　○天井内）の吊り金物・支持金物類はステンレス鋼製（ＳＵＳ３０４）とする。●

○

○共同溝、床下ピットの保温は（標準仕様書第2編の施工箇所　　　　　　　　　）を適用する。

　仕様は標準仕様書第2編3.1.4及び3.1.5とする。厚さは配管の呼び径25以下のものは50mm、呼び径32以上

●下記によるほか、改修標準仕様書第1編1.5.1及び1.5.2による。施工調査

吊り及び支持金物

天井仕上区分

電線類

はつり

　　　　事前調査

（　）書きの室名は直天井を示し、その他は二重天井を示す。

電線及びケーブルの規格は標準仕様書第4編2.4.1表4.2.12による。

既存コンクリート床、壁等の配管貫通部の穴明けは、ダイヤモンドカッターを用いる。

工事の施工に必要な官公署その他への手続は全て本工事とし、速やかに行うこと。

 　手続き

官公署その他への

試験

　　　　　調査方法　　○図示　　○

（2）新設配管は、既設配管との接続前に試験を行う。

（1）各種配管の試験は、新設配管に適用する。

　　　　　調査項目　　○

　のものは40mmとする。

保温

 　（○浴室（ユニットは除く）  ○脱衣室  ○厨房          ○           ）

下記の金属電線管は塗装を行なう。塗装

○倉庫　　○ 　　　　　○

下記の保温を施さない亜鉛めっきを施したダクト及び配管は、塗装を行わない。

●

●

●

○

○

○ 溶接部の非破壊検査　　　 ○要（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

取付け箇所は図示による。

地中埋設標等

絶縁継手

配管

　　　　　調査範囲　　●図示　　○

●屋外露出部（○給水管 ○消火管 ○膨張管 ○ドレン管 ●冷媒管　　○弁類を含む）は防凍保温を行う。

の放散量

ホルムアルデヒド

　　　　　また、「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　　　　るが、該当する材料等がない場合は、第三種のものを使用するものとする。

　　　　　て少ないものとする。

　　　　　ヒドを放散しないものとは放散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒドの放散が極めて少

　　　　　ないものとは放散量が第三種のものをいい、原則として規制対象外のものを使用するものとす

　　　　　は、ホルムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。なお、ホルムアルデ

　　　５）上記１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等

①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

③下記表示のあるＪＡＳ規格品

　ｂ．接着剤等不使用

　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用

②建築基準法施行令第20条の5第4項による国土交通大臣認定品

規制対象外

　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボー

　　　　　ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドをを放散し

　　　とし、次の１）から５）を満たすものとする。

　　　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの

（３）化学物質を放散する建築材料等

　　　品目に該当する機材を使用する場合は、その判断の基準、配慮事項を満たすものとする。

（２）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」（グリーン購入法）に規定される特定調達

　　　　　いものとする。

　　　　　放散が極めて少ないものとする。

　　　　　の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、

　　　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない難揮発性

　　　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放散が極め

　　　　　ないか、放散が極めて少ないものとする。

　　　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極めて少な

　　　これらと同等のものとする。ただし、これらと同等のものとする場合は、監督職員の承諾を受ける。

（１）本工事に使用する設備機材等は、設計図書（「設備機材等選定表」を含む。）に規定するもの又は、

章 特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

機材等

該当する建築材料

● ●

　　　　　●機器仕様　○機材仕様　●保温・塗装仕様　○電線・ケーブル等の規格

　　　よる。

2．特記仕様

章、項目、特記事項共に●印の付いたものを適用し、○印のものは適用しない。

　　　（以下、「標準図」という。）による。

　　　の工事仕様は適用しない。なお、電気設備工事の工事仕様は、（　／　）図、建築工事の工事仕様は（　／　）図に

　　　ただし、下記の事項は、社団法人　日本建築家協会監修の「建築設備工事共通仕様仕様書」（最新版）による。

（２）電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、それぞれの工事仕様を適用し、下記

　　　械設備工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）、「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書（機

1．共通仕様

　　　（最新版年版）」、「改修標準仕様書」という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）」

２．工　事　仕　様

弁類

○ステンレス配管を使用する場合の材質はステンレス製とする。

配管材料

○ ＪＩＳ又はＪＶ　（○ 5Ｋ　　　　○10Ｋ　　（図示部分））

○

○

● ●

○

○

○親メーター（○貸与品　○既存品　）　○子メーター（○　　　　　○　　　　）

（3）その他の一般配管　●耐衝撃性硬質塩化ビニル管（HIVP） 

　　　　　　　　○その他の部分（○　　　○　　　　　　）

○

○ ○ ○保温付き銅管  ○保温付金属強化ポリエチレン管

○ ○

○液化石油ガス

○ ○都市ガス　　　ガス事業者の供給規定による。

○

○ ○親メーター（○貸与品　○既存品）　　○子メーター（○買い取り　　　　　）

既設物、既存物等の破損は原因者負担で、現況に復旧すること。

機材置場、駐車場等は指定地区内とし、周辺に迷惑のかからないように

整理、整頓に努めること。

請負業者は施工に必要な計算を係員の指示により行い、工程に支障を与え

屋外設置の弁（弁棒）には防錆対策を設けること。

取合、取扱、保安上当然必要な器具類及び位置変更は係員の指示による

提出書類関係は内容をよく把握し係員に説明し、来暦表を添付のこと。

天井点検口裏には使用用途を記入すること。

点検口は点検時支障のない場所に設けること。

検査時に必要な器具は請負業者が準備すること。

ないようにつとめること。

歩行に障害となる配管等にはキャットウォークを設けること。

床排水金物の椀は樹脂製とする。

土間下配管の支持は床筋からＳＵＳ製吊金物施工とする。

振動を伴う機器類の取付、据付には運転時緩み等のない対策を講ずること。

こと。この場合の数量変更の増減はしない。

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

7

6

ＰＳ内のダクト、配管には銘板等で明示すること。

機器類の銘板は本体外に１枚を準備すること。

保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

交野市天野が原町５丁目５－１

保健福祉総合センター 4階

保健福祉総合センター

  保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事に伴う、機械設備工事一式を行う。

4．指定部分　　　○無　　○有

5．工    期　　　建築の特記仕様による　　　　 

6．設備概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

● ○ ○低圧ダクト（○コーナーボルト工法（長辺の長さが1500ｍｍ以下の部分）　○アングルフランジ工法）

○

○屋内露出（○実験室　○　　　　　）の保温外装は（○アルミガラスクロス　○　　　　　）とする。

○ ○埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷きならしとする。

●

構内につくることが　　○できる　  ●できない

● 撤去工事 一式

5 執務並行改修工事のため機器搬出入工事並びにその他工事については担当職員と協議し、

承諾を得た後着手すること。

④旧ＪＩＳのＦｃｏ規格品

第　三　種

②建築基準法施行令第20条の5第3項による国土交通大臣認定品

③旧ＪＩＳのＥｏ規格品

①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品

●

●

●

● 一式

一式

一式

一式
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排煙オペレーター

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月機械設備図(改修前) S=1/50

M-02保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

N

機械設備図(改修前) S=1/50

5
0
0
0

相談コーナー

事務室

物置

ロビー

廊下

既設AC室内機 既設AC室内機ファンコイルユニット:撤去

ロスナイ
ロスナイ ロスナイ

スプリンクラーヘッド

既設壁付換気扇

吸気口 吸気口

空調吹き出し口:撤去

※撤去と記載のもの以外は天井改修に伴いカバーのみ取外しとする



△

排煙オペレーター

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月空調設備平面図(改修後) S=1/50

M-03保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

N

空調設備図(改修後) S=1/50

5
0
0
0

ロビー

廊下

廊下

消火栓

消火栓

消

RR

R

D
室外機
AC

既設AC室内機 既設AC室内機

既設ファンコイルユニット:撤去

天ｶｾﾂｲﾝ個別ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ(ﾀﾞｲｷﾝSZXC112BD同等品)
:天井改修(建築工事)に伴いカバーのみ取外し・再取付

名称

既設AC室内機

改修内容

天井改修(建築工事)に伴いカバーのみ取外し・再取付

台数

2

既設ダクト 存置

既設ファンコイルユニット 撤去1

(ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄのﾀﾞｸﾄは可能な限り撤去とする。)

空調吹き出し口:撤去

既設空調吹き出し口 撤去1



排煙オペレーター

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月換気設備図(改修後) S=1/50

M-04保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

N

換気設備図(改修後) S=1/50

5
0
0
0

ロビー

廊下

廊下

消火栓

消火栓

消

150φ

150φ

150φ

150φ

既設壁付換気扇
FY-08PD9

既設ロスナイ天井カセット形/LGH-25CS5×3ケ

:天井改修(建築工事)に伴いカバーのみ取外し・再取付

吸気口 吸気口

吸気口×2ケ:天井改修(建築工事)に伴いカバーのみ取外し・再取付

名称

壁付換気扇

ロスナイ

改修内容

壁改修(建築工事)に伴い既設壁付換気扇 取外し・再取付

天井改修(建築工事)に伴いカバーのみ取外し・再取付

台数

3

1

既設ダクト 存置

取外し・再取付

吸気口 天井改修(建築工事)に伴いカバーのみ取外し・再取付2



訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月給排水衛生設備図(改修後) S=1/50

M-05保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

N

排水図(改修後) S=1/50

廊下

消火栓

既
設
H
I
V
P
4
0
(
1
階
廊
下
天
井
内
)

既設配管と接続

H
I
V
P
3
2
(
天
井
)

HIVP32(天井)

2
0

2
0

手洗い
手洗い本体、給水金具とも建築工事

配管接続は機械設備工事

ミニキッチン、給水金具とも建築工事
配管接続は機械設備工事

ミニキッチン

5
0
0
0

廊下

消火栓

手洗い
手洗い本体、排水金具とも建築工事

配管接続は機械設備工事

ミニキッチン、排水金具とも建築工事
配管接続は機械設備工事

ミニキッチン

VP50(土間下)

既
設
V
P
5
0
(
土
間
下
)

V
P
4
0

V
P
3
2

既設配管と接続

給水図(改修後) S=1/50

N

名称

給水管HIVP32(天井)

改修内容

新設

既設給水管　(天井) 存置

給水金具は建築工事に含まれているため、
接続のみ機械設備工事

備考

名称

排水管VP　(土間下)

改修内容

新設

既設排水管(土間下) 存置

排水金具は建築工事に含まれているため、
接続のみ機械設備工事

備考

コア抜きφ50　L150



排煙オペレーター

訂正事項 特記事項 工事名称 図面番号

縮尺 設計年月日図面名称

令和8年3月消火設備図(改修後) S=1/50

M-06保健福祉総合センター1階ファミリーサポートセンター改修工事

N

5
0
0
0

ロビー

廊下

廊下

消火栓

消火栓

消

既設スプリンクラーヘッド（露出）×12

既設スプリンクラー設備

:天井改修(建築工事)に伴いカバー撤去・新設

消火設備図(改修後) S=1/50

名称

既設スプリンクラーヘッド（露出）

改修内容

天井改修(建築工事)に伴いカバー撤去・新設

台数

12

警戒範囲:半径2.3ｍ

既設配管 存置
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